


安全上のご注意　ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止するためのもの
です。
注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を「警
告」と「注意」に区分しています。いずれもお客様の安全や機器の保全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。

記号表示について
記号は、危険、警告または注意を示します。
記号は、禁止行為を示します。記号の中に具体的な内容が描かれているものもあります。
記号は、行為を強制したり指示したりすることを示します。記号の中に具体的な内容が描かれているものもあります。

＊お読みになった後は、使用される方がいつでも見られる所に必ず保管してください。

警告　この表示内容を無視した取り扱いをすると、死亡や重傷を負う可能性が想定されます。

電源は必ず交流100Vを使用する。
エアコンの電源など交流200Vのものがあります。誤って接続
すると、感電や火災のおそれがあります。

電源アダプターは、必ず指定のもの(PA-3B)を使用する。
（異なった電源アダプターを使用すると）故障、発熱、発火などの
原因になります。

手入れをするときは、必ず電源プラグをコンセントから抜く。
また、濡れた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電のおそれがあります。

電源プラグにほこりが付着している場合は、ほこりをきれいに拭
き取る。
感電やショートのおそれがあります。

この機器の内部を開けたり、内部の部品を分解したり改造したり
しない。
感電や火災、または故障など
の原因になります。異常を感じ
た場合など、機器の点検修理
は必ずお買い上げの楽器店ま
たは巻末のヤマハ電気音響製
品サービス拠点にご依頼くだ
さい。

浴室や雨天時の屋外など湿気の多いところで使用しない。また、
本体の上に花瓶や薬品など液体の入ったものを置かない。
感電や火災、または故障の原因になります。

電源アダプターコード/プラグがいたんだ場合、または、使用中
に音が出なくなったり異常なにおいや煙が出た場合は、すぐに
電源スイッチを切り電源プラグをコンセントから抜く。
感電や火災、または故障のおそれがあります。至急、お買い上げ
の楽器店または巻末のヤマハ電気音響製品サービス拠点に点
検をご依頼ください。

注意　この表示内容を無視した取り扱いをすると、傷害を負う可能性または物的損害が発生する可能性が想定されます。

電源アダプターコードをストーブなどの熱器具に近づけたり、無
理に曲げたり、傷つけたりしない。また、電源アダプターコードに
重いものをのせない。
電源アダプターコードが破損し、感電や火災の原因になります。

電源プラグを抜くときは、電源アダプターコードを持たずに、必
ず電源プラグを持って引き抜く。
電源アダプターコードが破損して、感電や火災が発生するおそ
れがあります。

タコ足配線をしない。
音質が劣化したり、コンセント部が異
常発熱して発火したりすることがあ
ります。

長期間使用しないときや落雷のおそれがあるときは、必ずコンセ
ントから電源プラグを抜く。
感電、ショート、発火などの原因になります。
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他の機器と接続する場合は、すべての機器の電源を切った上で
行う。また、電源を入れたり切ったりする前に、必ず機器のボ
リュームを最小(0)にする。
感電または機器の損傷のおそれがあります。

直射日光のあたる場所(日中の車内など)やストーブの近くなど
極端に温度が高くなるところ、逆に温度が極端に低いところ、ま
たほこりや振動の多いところで使用しない。
本体のパネルが変形したり内部の部品が故障したりする原因に
なります。

テレビやラジオ、スピーカーなど他の電気製品の近くで使用しな
い。
デジタル回路を多用しているため、テレビやラジオなどに雑音
が生じる場合があります。

不安定な場所に置かない。
機器が転倒して故障したり、お客様がけがをしたりする原因にな
ります。

本体を移動するときは、必ず電源アダプターコードなどの接続
ケーブルをすべて外した上で行う。
コードをいためたり、お客様が転倒したりするおそれがあります。

本体を手入れするときは、ベンジンやシンナー、洗剤、化学ぞう
きんなどは絶対に使用しない。また、本体上にビニール製品やプ
ラスチック製品などを置かない。
本体のパネルや鍵盤が変色/変質する原因になります。お手入
れは、柔らかい布で乾拭きしてください。

本体の上に乗ったり重いものをのせたりしない。また、ボタンや
スイッチ、入出力端子などに無理な力を加えない。
本体が破損したり、お客様がけがをしたりする原因になります。

大きな音量で長時間ヘッドフォンを使用しない。
聴覚障害の原因になります。

バックアップバッテリーについて

この機器はバックアップバッテリー(リチウム電池)が内蔵されていますの
で、電源コードがコンセントから外されても、内部のデータは記憶されて
います。バックアップバッテリーが消耗すると、ディスプレイに“ ALo”

が表示されます。

バックアップバッテリーは自分で交換しない。
感電や火災、または故障などの原因になります。バックアップ
バッテリーの交換は、必ずお買い上げの楽器店または巻末のヤ
マハ電気音響製品サービス拠点にお申し付けください。

バックアップバッテリーを子供の手の届くところに置かない。
お子様が誤ってバックアップバッテリーを飲み込むおそれがあ
ります。

作成したデータの保存について

作成したデータは、故障や誤操作などのため
に失われることがあります。大切なデータは
ヤマハMIDIデータファイラーMDF2などの
外部機器に保存されることをおすすめしま
す。

不適切な使用や改造により故障した場合の保証はいたしかねます。
また、データが破損したり失われたりした場合の保証はいたしかね
ますので、ご了承ください。

使用後は、必ず電源を切りましょう。

楽しい音楽も時と場所によっては大変気になるもの
です。隣近所への配慮を充分にいたしましょう。
静かな夜間には小さな音でもよく通り、特に低音は
床や壁などを伝わりやすく、思わぬところで迷惑を
かけてしまうことがあります。適度な音量を心が
け、窓を閉めたりヘッドフォンをご使用になるのも
ひとつの方法です。

ヘッドフォンをご使用になる場合には、耳をあまり
刺激しないよう適度な音量でお楽しみください。

„ G ‘ P b g

これは日本電子機械
工業会「音のエチケッ
ト」キャンペーンのシ
ンボルマークです。

音楽を楽しむエチケット

DATA
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このたびは、ヤマハ ギターMIDIコンバーター G50をお買い求めいただきまして、

まことにありがとうございます。

G50は、ギターに取り付けたディバイデッドピックアップ（G1D）から受けた信号を

MIDIに変換して音源をコントロールするユニットです。

チョーキングやスライドなどのギター奏法を使用して、ピアノやバイオリン、パー

カッション、効果音などの音色をさまざまにコントロールすることができます。

さらに、ヤマハ MIDIフットコントローラーMFC10をお使いいただくと、さらに多

くの効果を便利に使用することができます。

G50の優れた機能を十分にお使いになりお楽しみいただくために、ご使用の前にこの

取扱説明書をよくお読みくださいますようご案内申し上げます。

また、ご一読いただいた後も、不明な点が生じた場合に備えて、保証書とともに大切

に保管いただきますようお願いいたします。
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GUITAR

MIX

SYNTH

UP

DOWN
VOL

GUITAR MIDI CONVERTER

DIVIDED MONO SYNTH PARAMETER MEMORY#/VALUE

MIDI CH
(MONO/POLY) TUNER

INPUT
LEVEL PLAY

PARAMETER

WRITE

NO YES

–1 +1

±10

MEMORY# / VALUEPARAMETER
SELECT

GUITAR SETUP EXTERNAL TG SETUP

A PLAYING STYLE
B NOTE ON LEVEL
C NOTE OFF LEVEL
D VELOCITY
E CHROMATIC
F TRANSPOSE
G PITCH BEND RANGE

H PROGRAM CHANGE #
I　　 BANK MSB
J　　 BANK LSB
K VOLUME 
L  PAN
M ASSIGNABLE 1
N　　VALUE
O ASSIGNABLE 2
P　　VALUE

Q SPLIT
R　　MEMORY2#
S　　MEM2 LOCATION
T PICKING CONTROL 
U　　FRONT
V　　REAR
W TOUCH CONTROL
X　　SENSITIVITY
Y SUSTAIN/HOLD PEDAL

REALTIME CONTROL

POWER

ON/ 　OFF

GUITAR AMPLIFIER

INPUT
CHANNEL
SELECT VOLUME

PULL CLUNCH
GAIN
PULL FAT

VOLUME TREBLE MIDDLE BASS PRESENCE REVERB POWER
OFF

ON

TRIM

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

CLEAN
5

4 6
73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

DRIVE

TREBLE MIDDLE BASS

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

BRIGHT
ON   OFF

■ギターシンセサイザーのしくみ
ギターシンセサイザーは、6本の弦それぞれからピックアップした弦情報をMIDI情報に変換し、音源を

コントロールするシステムです。

チョーキング、スライドなどのギター独特の奏法を使ってピアノ、バイオリン、ブラス、パーカッショ

ンなどの音色も演奏することができます。

G5 0の概要

ギターアンプ

G 5 0

ノーマルギター音

G1D未使用時
（モノシンセモード）

ギター

GUITAR
DIRECT OUT

MIDI IN
オーディオ
システム

オーディオ
システム MIDI音源

L ROUTPUT

シンセ音 シンセ音

MIDI OUT

6本の弦
それぞれの弦情報

＋
ノーマルギター音

ノーマルギター音

ノーマルギター音

ギター
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G50の概要

■G50でできること
G50は、ギターシンセサイザーシステムに、さまざまな可

能性を与えるユニットです。

ギターシンセサイザーだからできるプレイ、サウンドをお楽

しみください。

●G50でこんなことができます

・チョーキングやスライド奏法を使って、ピアノ、バイオ

リン、パーカッション、ブラスなど、さまざまな音色コ

ントロールをすることができます。

→ ：プログラムナンバー（20ページ）

・ギターシンセサイザーとノーマルなギターサウンドを同

時に鳴らすことができます。

→ プログラムを選んで弾いてみよう（12ページ）

・ 128個のプログラム（1個ごとに音色やその他さまざまな

設定ができる）はメモリーに記録でき、いつでもそれらを

自由に呼び出して使うことができます。

→ プログラムの保存（WRITE）  （26ページ）

・ 1～3弦と4～6弦のように、弦を2つのグループに分けてそ

れぞれに異なる音色を割り当てて鳴らすことができます。

→ ：スプリット（22ページ）

・ ピッキングの位置により、上側（ネック側）と下側（ブリッジ

側）とで異なる音色を割り当てて鳴らすことができます。

→ ：スプリット（22ページ）

■G50の機能
G50はG1D（ディバイデッドピックアップ）で感知した弦情

報をMIDIデータに変換するユニットです。

さらに、128個のメモリーにプログラムして、それを自由

に呼び出して使うことができます。

各プログラムは、音色の設定のほかに、ピッキングのタッチ

やチョーキングに対する出力の設定、トランスポーズ、パ

ン、ボリュームなど豊富なパラメーターを持っています。さ

らには、ピッキング位置や1～6弦を2つに分けて異なる音

色を使うスプリット機能も設定できます。

また、オートチューナーも装備しています。

その他にも、ディバイデッドピックアップを持たない普通の

ギターを接続してモノシンセサイザーとして使うことができ

ます。

■メモリーの構成
G50には128個のメモリーが存在します。

それぞれのメモリーには25個のパラメーター（A～Y）があ

り、パラメーターは次の3つのセットアップグループにより

構成されています。

・ギターセットアップ（GUITAR SETUP）

・音源セットアップ（EXTERNAL TG SETUP）

・リアルタイムコントロール（REALTIME CONTROL）

それぞれのパラメーターをエディット（作り替え）してメモ

リーに保存することもできます。
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各部の名称と機能

■フロントパネル

GUITAR MIDI CONVERTER

DIVIDED MONO SYNTH PARAMETER MEMORY#/VALUE

MIDI CH
(MONO/POLY) TUNER

INPUT
LEVEL PLAY

PARAMETER

WRITE

NO YES

–1 +1

±10

MEMORY# / VALUEPARAMETER
SELECT

GUITAR SETUP EXTERNAL TG SETUP

A PLAYING STYLE
B NOTE ON LEVEL
C NOTE OFF LEVEL
D VELOCITY
E CHROMATIC
F TRANSPOSE
G PITCH BEND RANGE

H PROGRAM CHANGE #
I　　 BANK MSB
J　　 BANK LSB
K VOLUME 
L  PAN
M ASSIGNABLE 1
N　　VALUE
O ASSIGNABLE 2
P　　VALUE

Q SPLIT
R　　MEMORY2#
S　　MEM2 LOCATION
T PICKING CONTROL 
U　　FRONT
V　　REAR
W TOUCH CONTROL
X　　SENSITIVITY
Y SUSTAIN/HOLD PEDAL

REALTIME CONTROL

POWER

ON/ 　OFF

4 5 6 7

1 2 3 8 9 100

1 ディバイデット端子（DIVIDED）
G1Dをここに接続します。接続には付属の13ピン専用ケー

ブルを使います。（→9ページ）

2  モノシンセ端子（MONO SYNTH）
G1Dを使用しない場合に、普通のギター信号をここに接続

します。接続には通常のギター用ケーブルを使います。

（→10ページ）

3  ディスプレイ（PARAMETER, MEMORY#/VALUE）
プログラムのメモリーナンバー、各種パラメーターの値、

チューニングのキー／ノートなどを表示します。

4  MIDIチャンネルボタン（MIDI CH）
MIDIチャンネルを設定するボタンです。（→10ページ）

また、[PLAY]ボタンを押しながらこのボタンを押すことで

MIDIバルクデータの送信を行います。（→28ページ）

5  チューナーボタン（TUNER）
このボタンを押すとチューナーモードに入ります。（→14

ページ）

また、[PLAY]ボタンを押しながらこのボタンを押すこと

で、プリセットプログラムを使用する音源に合ったタイプに

切り替えることができます。切り替えを実行した時、各タイ

プに合ったMIDIバルクデータを送信します。（→28ページ）

6  インプットレベルボタン（INPUT LEVEL）
ピックアップの入力ゲインを設定するボタンです。

各弦ごとにゲインを設定できます。（→13ページ）

また、プレイモードでMIDIノートを検出すると、このイン

ジケーターが一瞬点灯します。

7  プレイボタン（PLAY）
通常の演奏を行うときにこのボタンを押してプレイモードに

入ります。（→16ページ）

電源を入れたときはプレイモードになりますが、パラメー

ターを変更したりチューナーモードでチューニングをした後

などは、このボタンを押してプレイモードに戻ります。

また、このボタンを押しながら他のボタンを押すことで、さ

まざまな設定ができます。（→11, 26, 27, 28ページ）

8  ▲/NO, ▼/YESボタン
プログラムの各種パラメーター（A～Y）を選択するときに使

います。[▲/NO]ボタンでダウン（Y→A）、[▼/YES]ボタン

でアップ（A→Y）します。押し続けると連続で変化します。

また、プログラムの保存（WRITE）、スワップ（入れ替え）な

どの時には、[▼/YES]ボタンで実行、[▲/NO]ボタンで

キャンセルされます。

9  －1, ＋1ボタン
プログラムのメモリーナンバーやパラメーターの設定値を設

定するときに使います。1回押すたびに値を＋1、－1しま

す。押し続けると連続で変化し、上限および下限で止まりま

す。

また、[+1]を押したまま[-1]のボタンを押すと値は10ずつ

増加し、[-1]を押したまま[+1]のボタンを押すと値は10ず

つ減少します。

10 0  電源スイッチ（POWER）
スイッチを押すごとに電源のオン／オフが切り替わります。
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各部の名称と機能

■リアパネル

GUITAR
DIRECT OUT

GUITAR

SUSTAIN/HOLD

BASS

DC-INMIDI

SER NO.

OUT IN

111 122 133 14 155 166 177

11 1 MIDI OUT端子
MIDI信号を出力する端子です。

MIDI音源のMIDI IN端子と接続します。（→9ページ）

12 2 MIDI IN端子
外部MIDI機器からMIDIデータを受信する端子です。

MIDIバルクデータの受信や、MIDIフットコントローラー

MFC10（別売）からのコントロール信号も受信することがで

きます。

13 3  サステイン／ホールド端子（SUSTAIN/HOLD）
フットスイッチ（別売：ヤマハFC4, FC5など）を接続する

と、持続系のボイスにサスティン効果やホールド効果を与え

ることができます。（→9, 24ページ）

14 4  ギター／ベース切替スイッチ（GUITAR/BASS）
接続するギターコントローラーのタイプに合わせてこのス

イッチを切り替えます。6弦ギターの場合は“GUITAR”に、

ベースギターの場合は“BASS”にスイッチをセットします。

* このスイッチの切り替えは、電源を切った状態でおこ
なってください。
* G1Dの場合は“GUITAR”にセットします。
* ベースギターをモノシンセモードで使用する場合は、
“BASS”にセットします。（→10ページ）

15 5  ダイレクトアウト端子（GUITAR DIRECT OUT）
通常のギター信号をそのまま出力する端子です。（→4ペー

ジ）

16 6 DC-IN端子
付属の電源アダプター（PA-3B）を接続する端子です。（→9

ページ）

17 コードストッパー
電源アダプターの抜けによるトラブルをさけるために、電源

アダプターのコードをここに巻き付けます。（下図参照）

DC-IN
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GUITAR

MIX

SYNTH

UP

DOWN
VOL

まず音を出してみよう
まず、ギターシンセサイザーのシステムをセットして、音を出してみましょう。

■必要なもの
・G50ギターMIDIコンバーターと付属電源アダプター

・G50に付属の13ピン専用ケーブル

・G1Dを取り付けたギター

・MIDI音源ユニット

ヤマハMU80, MU50などのXG（GM）音源または

VL1-m, VL70-mをおすすめします。

・音源ユニット再生装置

アンプ内蔵スピーカーなどのオーディオシステム。

・ノーマルギター用ギターアンプ

・MIDIフットコントローラー

ヤマハMFC10をおすすめします。

・フットスイッチ

ヤマハFC4, FC5をおすすめします。

GUITAR MIDI CONVERTER

DIVIDED MONO SYNTH PARAMETER MEMORY#/VALUE

MIDI CH
(MONO/POLY) TUNER

INPUT
LEVEL PLAY

PARAMETER

WRITE

NO YES

–1 +1

±10

MEMORY# / VALUEPARAMETER
SELECT

GUITAR SETUP EXTERNAL TG SETUP

A PLAYING STYLE
B NOTE ON LEVEL
C NOTE OFF LEVEL
D VELO CITY
E CHROMATIC
F TRANSPOSE
G PITCH BEND RANGE

H PROGRAM CHANGE #
I　　 BANK MSB
J　　 BANK LSB
K VOLUME 
L  PAN
M ASSIGNABLE 1
N　　VALUE
O ASSIGNABLE 2
P　　VALUE

Q SPLIT
R　　MEMORY2#
S　　MEM2 LOCATION
T PICKING CONTROL 
U　　FRONT
V　　REAR
W TOUCH CONTROL
X　　SENSITIVITY
Y SUSTAIN/HOLD PEDAL

REALTIME CONTROL

POWER

ON/ 　OFF

GUITAR AMPLIFIER

INPUT
CHANNEL
SELECT VOLUME

PULL CLUNCH
GAIN
PULL FAT

VOLUME TREBLE MIDDLE BASS PRESENCE REVERB POWER
OFF

ON

TRIM

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

CLEAN
5

4 6
73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

DRIVE

TREBLE MIDDLE BASS

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

BRIGHT
ON   OFF

STATUS
DATA/CTRL

BANK MSB/MAX
BANK LSB/MIN
TOGGLE ON-OFF
/NUMBER OF PGM DEC

/NO
INC

/YES
MEMORY

EDIT
PC

EDIT
WRITE
/EXIT

±108.8.8.

ノーマルギター用ケーブル
（G1Dに付属）

このケーブルはアース
端子の接続も兼用して
います。必ず接続して
ご使用ください。
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まず音を出してみよう

■接続

すべての機器の電源を切った状態で接続します。アンプのボリュームは最小にしておきます。
G50の電源は音源ユニットの電源が入った後で入れてください。そうしないとチューニング
やピッチベンドが正しくセットされない場合があります。

1 . G1Dに付属のノーマルギター用ケーブルで、ギター出力端
子とG1Dのノーマルギター入力端子を接続します。

アース不良でノイズが発生することがありますの
で、ギターのノーマル音を使わない場合も必ず接続
してください。

2 . G50フロントパネルのDIVIDED端子とG1Dを13ピン
専用ケーブルで接続します。

* 故障の原因となりますので、13ピン専用ケーブル以外は
使用しないでください。
* ケーブルを踏んだり引っ掛けたりしてG1Dやギターに損
傷を与えることがないように、ケーブルはストラップに
巻いておきましょう。
* 13ピン専用ケーブルはロックタイプです。押し込むと自
動的にロックされます。接続を外す場合は、必ずロック
を解除しながらコネクタ部を持って抜いてください。

3 . G50のDC-IN端子に付属の電源アダプター（PA-3B）の
プラグを接続します。電源アダプター本体はAC100V,
50/60Hzのコンセントに接続します。

4 . G50リアパネルのMIDI OUT端子とMIDI音源ユニット
のMIDI IN端子をMIDIケーブルで接続します。

5 . MIDI音源ユニットの出力端子とオーディオシステムを
接続します。

6 . G50のGUITAR DIRECT OUT端子とギターアンプを
接続します。

7 . 使用するコントローラーに合わせて、G50リアパネル
のギター／ベース切替スイッチを“GUITAR”または
“BASS”にセットします。
G1Dを使用する場合は“GUITAR”にセットします。

8 . MIDIフットコントローラーはMIDI IN端子へ、フットス
イッチはSUSTAIN/HOLD端子へ、接続します。

9 . 接続ができたら、MIDI音源ユニット→G50→アンプ内
蔵スピーカー→ギターアンプの順で電源を入れます。
G1Dのパワーインジケーターが点灯することを確認し
てください。これで接続は完了です。

* インジケーターが点灯しない場合は、接続を確認してく
ださい。

GUITAR MIDI CONVERTER

DIVIDED MONO SYNTH PARAMETER MEMORY#/VALUE

MIDI CH
(MONO/POLY) TUNER

INPUT
LEVEL PLAY

PARAMETER

WRITE

NO YES

–1 +1

±10

MEMORY# / VALUEPARAMETER
SELECT

GUITAR SETUP EXTERNAL TG SETUP

A PLAYING STYLE
B NOTE ON LEVEL
C NOTE OFF LEVEL
D VELOCITY
E CHROMATIC
F TRANSPOSE
G PITCH BEND RANGE

H PROGRAM CHANGE #
I　　 BANK MSB
J　　 BANK LSB
K VOLUME 
L  PAN
M ASSIGNABLE 1
N　　VALUE
O ASSIGNABLE 2
P　　VALUE

Q SPLIT
R　　MEMORY2#
S　　MEM2 LOCATION
T PICKING CONTROL 
U　　FRONT
V　　REAR
W TOUCH CONTROL
X　　SENSITIVITY
Y SUSTAIN/HOLD PEDAL

REALTIME CONTROL

POWER

ON/ 　OFF

STATUS
DATA/CTRL

BANK MSB/MAX
BANK LSB/MIN
TOGGLE ON-OFF
/NUMBER OF PGM DEC

/NO
INC

/YES
MEMORY

EDIT
PC

EDIT
WRITE
/EXIT

±108.8.8.

GUITAR AMPLIFIER

INPUT
CHANNEL
SELECT VOLUME

PULL CLUNCH
GAIN
PULL FAT

VOLUME TREBLE MIDDLE BASS PRESENCE REVERB POWER
OFF

ON

TRIM

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

CLEAN
5

4 6
73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

DRIVE

TREBLE MIDDLE BASS

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

5
4 6

73

2 8

91
0 10

BRIGHT
ON   OFF

OUTPUT

DC-IN

AC100V
50/60Hz

MIDI IN

MIDI IN

MIDI OUT

MIDI OUT

L R

GUITAR
DIRECT OUT

GUITAR BASS

GUITAR MIDI CONVERTER

DIVIDED

SUSTAIN/
HOLD

GUITAR

MIX

SYNTH

UP

DOWNVOL

GUITAR

MIX

SYNTH

UP

DOWN
VOL

ギターアンプ

MIDI音源
ユニット

MIDIフットコントローラー

オーディオシステム

G1D

専用ケーブルは
ストラップに巻く

指で押してロックを解除しなが
ら、コネクタ部を持って抜く。

1. 押す

13ピン
専用ケーブル

ノーマルギター
用ケーブル
（G1Dに付属）

ディバイデッド
ピックアップ

ギター

付属電源
アダプター

フットスイッチ

2. 抜く

ストラップ

専用ケーブル
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まず音を出してみよう

■MIDIチャンネルの設定（セパレートモード／コモンモード／モノシンセモード）
使用するMIDI音源ユニットに合わせて、1～6弦のMIDIチャンネルを設定します。
MIDIチャンネルの割り当てには、セパレートモード、コモンモード、モノシンセモードの3
つのモードがあります。

●セパレートモード （ 1～ 9, 11～ 16）

1～6弦それぞれにMIDIチャンネルを割り当てるモードで

す。同時に複数発音できます。

G1Dを使用してマルチティンバーの音源ユニットを鳴らす

場合はこの設定にします。

弦とMIDIチャンネルの割り当ては以下の通りです。

ホールド用 各弦への割り当てチャンネル
設定 チャンネル 6 5 4 3 2 1

1 7 6 5 4 3 2 1
2 8 7 6 5 4 3 2

3 9 8 7 6 5 4 3
4 11 9 8 7 6 5 4
5 12 11 9 8 7 6 5

6 13 12 11 9 8 7 6
7 14 13 12 11 9 8 7
8 15 14 13 12 11 9 8

9 16 15 14 13 12 11 9
11 1 16 15 14 13 12 11
12 2 1 16 15 14 13 12

13 3 2 1 16 15 14 13
14 4 3 2 1 16 15 14
15 5 4 3 2 1 16 15

16 6 5 4 3 2 1 16

* 10チャンネルは通常ドラムパートが割り当てられるた
め、G50の発音設定はできない（発音しない）ようになっ
ています。

●コモンモード （ 1～ 16）

1～6弦をまとめて1つのMIDIチャンネルに割り当てるモー

ドです。同時に複数発音できますが、ピッチベンドは最後に

弾かれた弦のみに効きます。このため、ダブルチョーキング

時に不具合が生じます。

MIDIレコーディング（→29ページ）やVL1-m, VL70-mを使

用する場合はこの設定にします。

ホールドペダル（→24ページ）使用時は、 ＊＊の次の番号

のチャンネルがホールド用チャンネルとして使われます。

●モノシンセモード （ 1～ 16）

G1Dを使用しないで、普通のギター信号をG50のMONO

SYNTH端子に入力すると、モノフォニックシンセサイザー

（単音発音）として使うことができます。

MONO  SYNTH端子にプラグを差し込むと自動的にこの

モードになります。プラグを抜くとその前に設定されていた

モードに戻ります。

1～6弦をまとめて、1つのMIDIチャンネルに割り当てま

す。単音でしか発音できません。

* モノシンセモードで使う場合は、G50フロントパネルの
DIVIDED端子には13ピン専用ケーブルを接続しないでく
ださい。
* モノシンセモードでは、 ：プレイスタイル、 ：スプ
リット、 ：ピッキングポジションコントロールの設定
機能は無効となります。
* ベースギターを使用する場合は、電源を切った状態で
GUITAR/BASSスイッチを“BASS”にセットします。さら
にイニシャライズ（→25ページ）を実行し、プリセットプ
ログラムのタイプを設定（→11ページ）してください。
* モノシンセモードでは、G1D使用時に比べ検出スピード
は劣ります。

MIDI受信チャンネルもこの設定に従います。

omniの設定はできません。

■MIDIチャンネルの設定手順
1 . [MIDI CH]ボタンを押します。

[MIDI CH]のインジケーターが点灯し、ディスプレイに

は現在設定されているMIDIチャンネルがチャンネルモー

ド（ , , のいずれか）とともに表示されます。

2 . [-1]/[+1]ボタンでチャンネルモードとMIDIチャンネル

を選択します。

3 . [PLAY]ボタンを押すとプレイモードに戻ります。

MIDIチャンネルの設定は電源を切っても保持されます。

* モノシンセモードでは、MIDIチャンネルのモードは し
か選べません。

MIDI CH
(MONO/POLY)

GG1
PARAMETER MEMORY#/VALUE

, , 
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まず音を出してみよう

■プリセットプログラムのタイプマッチング
G50には、使用する音源の特長を最大限に活かしたプリセットプログラムが、音源別に4タ
イプ用意されています。まず、ご使用になる音源に合わせてタイプを選んでください。

●プリセットプログラムのタイプ

G50で鳴らす音源の違いにより、プリセットプログラムの

タイプを以下の4つから選びます。また、GUITAR/BASS

スイッチを切り替えた際にタイプを選び直します。各プリ

セットプログラムの内容は『プリセットプログラムリスト』

（→30ページ～）をご覧ください。

・U（User）：下記1～3以外の音源に対応したプログラムで

す。音色の並びはGMに合わせてあります。

工場出荷時にはこのプログラムがセットされ

ています。

・ 1 ：ヤマハMU80, MU50の音源を使用する場合

に選びます。

・ 2 ：ヤマハVL70-m*を使用する場合に選びます。

・3 ：ヤマハVL1-m*を使用する場合に選びます。

* VL70-m, VL1-m：物理モデルを使って音色を合成するVA
（バーチャルアコースティック）音源です。
VL1-mを接続して3のタイプで使用する場合は、VL1-m
をバージョンアップする必要があります。巻末のデジタ
ルインフォメーションセンターにご相談ください。

●プリセットプログラムのタイプの設定手順

1 . [PLAY]ボタンを押しながら[TUNER]ボタンを押します。

ディスプレイには Gマークと、現在設定されているプ

リセットプログラムのタイプ（U, 1, 2, 3のいずれか）が

点滅表示されます。

2 . [-1]/[+1]ボタンでセットしたいプリセットプログラム

のタイプを選択します。

3 . [▼/YES]ボタンを押すと、“don”（done＝完了）と表示

され、プログラムは選択したタイプのプログラムにすべ

て（001～128）書き替えられます。

キャンセルする場合は[▲/NO]ボタンまたは[PLAY]ボ

タンを押します。

プリセットプログラムを変更せずにプレイモードへ戻り

ます。

* U以外のプリセットプログラムを設定している場合には、
電源ON時に Gマークと、設定されているプリセットプロ
グラムのタイプ（1, 2, 3のいずれか）が点滅表示されます。

GGU
PARAMETER MEMORY#/VALUE

INPUT
LEVEL PLAYTUNER

GGU
PARAMETER MEMORY#/VALUE

-1 +1

U, 1, 2, 3

MEMORY#/VALUE

  注意

U(User)以外のタイプ（1, 2, 3）は、プログラムの状

態（エディットし保存（WRITE）操作で保存したプログ

ラム）を内部に保存できません。プログラムを保存し

たい場合は、タイプを切り替える前に、MIDIバルク

ダンプで外部MIDI機器に保存してください。

タイプを切り替えるとセットした内容は失われます。

U (User)タイプのプログラムだけは、保存されてい

ます。

U
21 3

ROM
（保存不可）�

RAM
（保存可）�

実行中の�
メモリー�

読み出し�

MIDIバルクダンプ�

User
書き込み�

読み出し�

* U(User)タイプはRAM(読み出し／書き込み可能メモ
リー)に保存されていますが、1, 2, 3タイプはROM
(読み出しのみのメモリー)に保存されています。

  注意

2, 3のタイプを選択したとき、G50はそのタイプに

合ったバルクデータを送信します。このバルクデータ

により、音源側の現在の設定が変わってしまいます。

ご注意ください。
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まず音を出してみよう

■プログラムを選んで弾いてみよう

1 . [PLAY]ボタンを押します。

ディスプレイに、現在呼び出されているプログラムのメ

モリーナンバーが表示されます。

2 . G1Dの出力セレクトスイッチを“SYNTH”にし、VOL

を最大に回し、ギターを弾いてみてください。

音源ユニットからシンセ音が鳴ります。

シンセ音の音量はVOLで調整できます。

3 . 次に、G1Dの出力セレクトスイッチを“GUITAR”にし

て、ギターを弾いてみてください。

ギターアンプからノーマルギター音が鳴ります。

VOLを回しても、ノーマルギター音の音量は調整できま

せん。

4 . 今度は、G1Dの出力セレクトスイッチを“MIX”にし

て、ギターを弾いてみてください。

音源ユニットからシンセ音が、ギターアンプからノーマ

ルギター音が鳴ります。

VOLを回すと、シンセ音の音量だけが調整されます。

5 . 別のプログラムを呼び出して弾いてみましょう。

G50フロントパネルの[-1]/[+1]ボタンを押して、ディ

スプレイの数字表示を変えてみましょう。

ディスプレイに表示されている数字はプログラムのメモ

リーナンバーです。30ページ～のプリセットボイスリ

ストを参考に、いろいろなプログラムを試してみてくだ

さい。

G1D側でメモリーナンバーを切り替えることもできま

す。（→15, 16ページ参照）

001
PARAMETER MEMORY#/VALUE

PLAY

002
PARAMETER MEMORY#/VALUE

001～128

-1 +1
MEMORY#/VALUE

GUITAR

MIX

SYNTH

GUITAR

MIX

SYNTH

GUITAR

MIX

SYNTH
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■インプットゲインの調整

まず音を出してみよう

ギターの1～6弦それぞれのインプットゲインを調整し
ます。各弦間の音量バランスを調整します。

* G1Dの取り付けが正常であることを確認の上で音量バラ
ンスを調整してください。

●調整手順

1 . [INPUT LEVEL]ボタンを押します。

[INPUT LEVEL]のインジケーターが点灯し、ギターを
弾くと、弾いた弦の弦番号（ ～ ）と入力レベルを示す数
値（1～100）が表示されます。

2 . [-1]/[+1]ボタンを押すと、左に弦番号、右にその弦の

ゲイン（G1～G50）が表示されます。
実際に音を確認しながら、[-1]/[+1]ボタンで調整しま
す。ピッキングのニュアンスが表現しやすいところに設
定します。少し強く弾いたときに“oLd”が表示されるよ
うに設定するとよいでしょう。ただし、強く弾いた時に
2回発音したり正確なピッチで発音しなかったり、ピッ
キングスプリット、ピッキングコントロールが誤動作す
る場合は、インプットゲインが大きすぎます。1～6弦
の音量バランスも確認しながら設定します。

* 無入力時は弦番号とゲイン値を表示し、[▲/NO]/[▼/
YES]ボタンで弦番号を選択することができます。

3 . [PLAY]ボタンを押すとプレイモードに戻ります。

入力ゲインの設定は電源を切っても保持されます。

* モノシンセモードでは、弦番号（ ～ ）は表示されず、ゲ
イン値（G1～G50）の設定も全弦共通となります。

* 音源にMU80やMU50を使用している場合は、D:ベロシ
ティのセットをワイドに設定すると、MU80やMU50の
LCDのレベルメーターを使って各弦のゲインのバラツキ
を見ることができます。

* この設定はGUITAR DIRECT OUT端子の出力には影響し
ません。

使用するピックアップやギターなどの環境に合わせ
て、以下の調整および設定をします。

・弱く弾いたときに音が出ない、また音がすぐに消える場合

→ ノートオン／オフレベルの設定を調整します（→18

ページ）。

・音が出る弦と出ない弦とがある場合

→ プレイモードでギターを弾いたときに[INPUT LEVEL]の

インジケーターが点灯することを、各弦について確認し

ます。

インジケーターが点灯しない弦がある場合は、ノート

オン／オフレベルの設定を調整します（→18ページ）。

インジケーターが点灯して音が出ない場合は、その弦

が使用しているMIDIチャンネル（→10ページ）につい

て、音源側の設定を調べてください。

・MIDIチャンネルを変更したい場合

→ 使用するMIDIチャンネルを変えたり1チャンネルだけ

を使用するように設定を変更します（→10ページ）。

通常のプログラムでは1～6弦に6つのMIDIチャンネル

（各弦ごとに1チャンネル）を使用します。

・フットペダルを使用する場合

→ ペダルの機能（サステインまたはホールド）を設定しま

す。（→24ページ）

■その他の調整・設定

INPUT
LEVEL

G72
PARAMETER MEMORY#/VALUE

～ 1～100, old

G25
PARAMETER MEMORY#/VALUE

G1～G50

-1 +1
MEMORY#/VALUE
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ギターのチューニングをするためのモードです。
チューニングピッチ（基準ピッチ）の設定もできます。

チューナーモード

■チューナーモードへの入り方
・ [TUNER]ボタンを押します。

[TUNER]のインジケーターが点灯し、ディスプレイには現

在設定されているチューニングピッチが表示されます。

■チューニングの手順
1 . [TUNER]ボタンを押します。

[TUNER]のインジケーターが点灯し、ディスプレイに

は現在設定されているチューニングピッチが表示されま

す。

2 . チューニングしたい弦を弾くと、その音（入力音）に最も

近い音名（A～G#）がディスプレイに表示されます。
音名を示すアルファベットの右側の“ @”は#（シャープ）
を意味します。また、弾いた音がギターの標準チューニ

ングの音に近い場合は、弦番号も表示します。

→ ギターの場合 ： 6E, 5A, 4d, 3G, 2b, 1E

→ ベースの場合* ： 6b, 5E, 4A, 3d, 2G, 1C

* ギター／ベース切替スイッチを“BASS”に設定した場合

3 . 目的の弦番号・音名が表示されるように、ギターを

チューニングします。

4 . 3つのインジケーターがすべて点灯するように、ギター

をチューニングします。

表示されている音名とギター音とのピッチのズレが、

G50フロントパネル面の3つのインジケーターで表示さ

れます。

* ギターからの入力がないか、入力レベルが低い場合は、
[TUNER]のインジケーターだけが点灯します。

* [PLAY]ボタンを押すとプレイモードに戻ります。

■チューニングピッチの変更
チューニングピッチ（基準ピッチ）は、通常A=440Hzに設定

されますが、他の楽器（ピアノなど）と演奏する場合などに、

ピッチを変更することができます。

【手順】
・チューナーモードで[-1]/[+1]ボタンを押すと、チューニ

ングピッチを440Hz～445Hzの範囲で1Hzステップで

設定することができます。

* チューニングピッチは電源を切っても保存されます（消え
ません）。

* 電源を入れた時と、この設定を変更した時、ファイン
チューニングのMIDI情報をMIDI出力します。

440
PARAMETER MEMORY#/VALUE

現在設定されている
チューニングピッチ

TUNER

AA
PARAMETER MEMORY#/VALUE

弦番号 音名

チューニングOK!
（± 3 セント以内）

ギターのピッチが高い

ギターのピッチが低い

MIDI CH INPUT
(MONO/POLY) TUNER LEVEL
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UP

DOWNVOL

UP

DOWNVOL

G1Dの機能の設定
G1Dの[UP]/[DOWN]ボタンで次の3つの操作を行う
ことができます。

・メモリーナンバー、パラメーター値の増減：dE

プレイモードではメモリーナンバーを－1/＋1し、プログラ

ムのエディット時にはパラメーター値を－1/＋1します。

・外部音源に対するプログラムナンバーの増減：PG

送信するプログラムナンバー（→20ページ）を－1/＋1し、

外部音源のボイスを切り替えます。メモリーには影響せず、

メモリーナンバーを変えると設定は元に戻ります。

・オクターブシフトのの増減：oc

1オクターブ単位でオクターブを－1/＋1します。メモリー

には影響せず、メモリーナンバーを変えると設定は元に戻り

ます。

オクターブシフトに設定したとき、ディスプレイには“0oc”

（0オクターブ）と表示されます。これは現在のトランスポー

ズの値を0として、そこからオクターブシフト（±2オクター

ブ）することを意味します。

■機能設定の手順
1 . プレイモードで、G1Dの[UP]/[DOWN]ボタンを同時

に押します。

ボタンを押している間、G50のディスプレイには、現

在設定されている[UP]/[DOWN]ボタンの機能（d E ,

PG, ocのいずれか）が表示されます。

2 . [UP ] / [DOWN]ボタンを同時に押したまま、G50の

[-1]/[+1]ボタンを押して機能（dE , PG , oc）を切り替

えます。

3 . [UP]/[DOWN]ボタンを放すと設定は終了します。

この設定はG50にメモリーされ、電源を切っても保持

されます。

* 詳しくはG1Dの取扱説明書をお読みください。

0dE
PARAMETER MEMORY#/VALUE

dE, PG, oc

＋
�

�
-1 +1

MEMORY#/VALUE

UP

DOWNVOL

GUITAR

MIX

SYNTH
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G50のメモリーに保存されている128個のプログラム（001～128）から1つを選んで、演奏
するためのモードです。
呼び出したプログラムを自由に変更しながら演奏することができます。変更したプログラム
の設定はメモリーに保存することもできます。
電源を入れるとG50はプレイモードになり、電源を切る前に選ばれていたプログラムが呼び
出されます。

プレイモード

■プログラムの選択手順
1 . [PLAY]ボタンを押してプレイモードに入ります。

インジケーターはすべて消灯し、ディスプレイには現在

選択されているメモリーナンバー（001～128のいずれ

か）が表示されます。

2 . [-1]/[+1]ボタンを押してメモリーナンバーを変更し、

希望するプログラムを選択します。

[+1]ボタンを押しながら[-1]ボタンを押すと10ずつ値

が増加し、[-1]を押しながら[+1]ボタンを押すと10ず

つ値が減少します。

メモリーナンバーの変更はG1D側からでも操作できま

す。G1Dの[UP] / [DOWN]ボタンを同時に押したま

ま、G50の[-1] / [+1]ボタンを押してディスプレイに

“dE”を表示させて手を放します。これでG1Dの[UP]/

[DOWN]ボタンでメモリーナンバーを－1/+1できま

す。

3 . 選択したプログラムの設定で演奏することができます。

プログラムの設定を変更したり、変更したプログラムを

メモリーへ保存したり並べ替えたりすることもできま

す。（→26, 27ページ）

●メモリーのしくみ

G50にはプログラムを記憶しておくメモリーが128個分
用意されています。お買い上げになったとき、ここには
ヤマハが作成したプログラム（プリセットプログラムタ
イプU）があらかじめセットされています。
これらのプリセットプログラムにはそれぞれメモリーナ
ンバーが付いているので、メモリーナンバーを指定して
希望するプログラムを呼び出します。
メモリーナンバーを選択すると、そのプログラムはプレ
イ／エディットバッファーという場所にコピーされま
す。このとき、その前にプレイ／エディットバッファー
にあったプログラムは上書きされて消えてしまいます。
プログラムのエディット（パラメーターの変更）は、この
プレイ／エディットバッファーにあるプログラムに対し
て行いますので、エディットしたプログラムを保存した
い場合は、メモリーナンバー001～128のいずれかに保
存（WRITE）する必要があります。（→26ページ）

1. メモリーナンバー001のプログラムを呼び出した場合

2. 次にメモリーナンバー002のプログラムを呼び出した場合

No. 001

プレイ／エディットバッファーにあった
プログラムは上書きされて消えてしまう

001
PARAMETER MEMORY#/VALUE

+1ずつ
-1ずつ

+10ずつ
-10ずつ

GdE
PARAMETER MEMORY#/VALUE

UP

DOWNVOL

�

PLAY

-1 +1
MEMORY#/VALUE

-1 +1
MEMORY#/VALUE

-1 +1
MEMORY#/VALUE

～

～

No. 002No. 001 No. 128No. 003

No. 002No. 001 No. 128No. 003

No. 001
プレイ／エディット
バッファー

プレイ／エディット
バッファーNo. 002
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プログラムのエディット
工場出荷の際、G50のメモリーにはプリセットプログラム U（User）が保存されています。
これらのプログラムの中からお好みのプログラムを選んで使用することができます。
また使用するボイスやチョーキングなどの各種パラメーターの設定を変えて（エディットして）
使用することができます。
さらに、これらエディットしたプログラムを別のメモリーに保存したり（→26ページ）、順番
を並べ替えたり（→27ページ）することもできます。

■セットアップグループ
各プログラムには、A～Yまで25種類の設定項目があり、次

のように3つのグループに分かれています。

・ギターセットアップ（GUITAR SETUP）
使用するギターや奏法に合わせて、ギターコントロー

ラーの感度やチョーキングの範囲、トランスポーズなど

の設定をします。

・外部音源セットアップ（EXTERNAL TG SETUP）
使用するボイスやパン、ボリューム、コントローラーな

どの設定をします。

・リアルタイムコントロール（REALTIME CONTROL）
ピッキングの位置や弦の違いで2つのボイスを鳴らしたり

（スプリット機能）、ピッキングポジションやギターのエ

ンベロープでコントロール信号を送信したり、サステイ

ン／ホールドペダルを設定します。

■セットアップ設定手順
1 . [PLAY]ボタンを押してプレイモードにします。

2 . [▲/NO]/[▼/YES]ボタンで設定したいパラメーター

A～Y（ ～ ）を選びます。

3 . [-1]/[+1]ボタンを使って任意の値に設定します。

* 設定したデータは、他のプログラムを呼び出したりス
ワップやプリセットプログラムのタイプマッチングを実
行すると消えてしまいます。残したいプログラムは、保
存（WRITE）の操作を行ってください。（→26ページ）

PLAY

001
PARAMETER MEMORY#/VALUE

Pic
PARAMETER MEMORY#/VALUE

～

▲ ▼
PARAMETER

SELECT

NO YES

Pic
PARAMETER MEMORY#/VALUE

-1 +1
MEMORY#/VALUE

Fin

ギターセットアップ (GUITAR SETUP)
A プレイスタイル
B ノートオンレベル
C ノートオフレベル
D ベロシティ
E クロマチック
F トランスポーズ

外部音源セットアップ (EXTERNAL TG SETUP)
G ピッチベンドレンジ
H プログラムナンバー
I プログラムバンク MSB
J プログラムバンク LSB
K ボリューム
L パン
M アサイナブルコントロールナンバー 1
N アサイナブルコントロールバリュー 1
O アサイナブルコントロールナンバー 2
P アサイナブルコントロールバリュー 2

リアルタイムコントロール (REALTIME CONTROL)
Q スプリット
R スプリットメモリー2ナンバー
S メモリーロケーション
T ピッキングポジションコントロール
U ピッキングフロントポジションバリュー
V ピッキングリアポジションバリュー
W タッチコントロール
X センシティビティ
Y サステイン／ホールドペダル
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プログラムのエディット

■ギターセットアップ

プレイスタイル

【解説】

ギター／ベースの奏法に合わせて、入力レベルやベロシティ

のばらつきを補正します。

【設定値】

・ギターの場合
（ギター／ベース切替スイッチを“GUITAR”に設定時）

Pic (Pick) ：ピックを使っての演奏向き。標準の設定。

Fin (Finger)：指を使っての演奏向き。

--- ：設定は無効です。モノシンセモードの場合

に表示されます。
* 使用するギターによっては、PicとFin

を選び直す必要があります。

・ベースの場合
（ギター／ベース切替スイッチを“BASS”に設定時）

Pic (Pick) ：ピックまたは指弾きの場合。標準の設定。

SLP (Slap) ：チョッパー（スラッピング）奏法の場合。

--- ：設定は無効です。モノシンセモードの場合

に表示されます。

ノートオンレベル

【解説】

弾いた音を検出するレベルを設定します。

つまり、どれ位の強さでピッキングしたら発音させる（MIDI

ノートオン）かを設定します。

【設定値】

1～10 ：値が小さいほど、弱いピッキングでも検出

します。

ノートオフレベル

【解説】

MIDIノートオフを送信するレベル（音が消えたと判断して発

音をやめる音量）を設定します。

【設定値】

1～10 ：値が大きいほど、すぐに音が消えます。つ

まり音が減衰していって音量があまり小さ

くならなくてもノートオフを発生します。

●ノートオン／オフ レベル設定のポイント

ノートオン／オフ レベルの設定においては、ディバイ
デッドピックアップからの入力が重要な要素です。ピッ
クアップの出力が低すぎてノイズと音声信号のレベル差
が少ないと、ノイズを切り捨ててピッキングのみを出力
するノートオンレベルが狙いにくくなります。まず、
ディバイデッドピックアップの取り付けを適確に行って
ください。
ノートオンレベルを低く設定すると、ピッキングの強弱
による表現がしやすくなりますが、ミスピッキングやノ
イズにも反応して音が出やすくなります。
ノートオフレベルを高く設定すると、スタッカートの効
いた出力を得ることができますが、減衰系の音では減衰
している音が突然消えてしまうため、不自然に聞こえる
場合もあります。
いずれの設定も、使用する音色で実際に弾きながら設定
してください。
インプットゲインを調整した場合は、ノートオン／オフ
レベルを再度設定してください。

・検出される信号

ノートオン
レベル

ノートオフ
レベル

検出
されない

検出される

発音を
やめる

・入力信号（ギター出力）

ベロシティ

【解説】

ダイナミックレンジ（ピッキングの強弱に対する外部音源の

発音の強弱）を設定します。

【設定値】

nAr (Narrow) ：ダイナミックレンジがせまい。ピッキン

グの強弱のばらつきを補正したい時に向

いた設定です。

nor (Normal) ：標準の設定です。

uui (Wide) ：ダイナミックレンジが広い。ピッキング

の強弱を音で表現しやすい設定です。

1～127 (Fixed) ：ピッキングの強弱に関係なく、常に同じ

ベロシティで出力する設定です。値が大

きいほど大きなベロシティ（音量）で出力

されます。
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プログラムのエディット

クロマチック

【解説】

チョーキングやスライドをしたときの、音程の変化（ピッチ

ベンド情報）を設定します。

ピアノのように半音単位で音程変化させるか、ギターのよう

に音程を連続して変化させるかを設定します。

【設定値】

oFF (OFF) ：クロマチック（半音単位の音程変化）の機能

をオフにします。 ：ピッチベンドレンジ

（→本ページ参照）の設定に従った精度で

ピッチベンドを送信します。

On (ON) ：半音単位で音程が変化します。チョーキン

グした場合、ギター側で半音分チョーキン

グされるまで音程は変わりません。当然細

かいビブラートは効かなくなります。

Au (Auto) ：上記のoFFとOnを自動的に切り替えます。

コードを弾いたときはOn、単音を弾いたと

きはoFFで動作します。

コードと単音をひんぱんに弾き分ける場合

に有効です。

トランスポーズ

【解説】

半音単位で音程を上げ／下げします。

【設定値】

-24～24 ：±1で半音1個分、±1 2で1オクターブ

分、±24で2オクターブ分、音程をシフト

します。

ピッチベンドレンジ

【解説】

送信するピッチベンドのレンジを設定します。

ギター側からチョーキングやグリッサンドなどのピッチベン

ド情報を受けたときに、どれ位音程をアップ／ダウンさせる

かを設定します。

【設定値】

0～24 ：通常は12に設定し、±1オクターブまで

ピッチベンドを送信します。

0に設定すると、ピッチベンドは送信され

ず、半音単位で発音しなおします（ノートオ

ンを送信）。0と1の違いはビブラートが効

くかどうかです。

* ピッチベンドレンジの設定が適当でないと、チョーキン
グやグリッサンドの際、思わぬ音程になってしまいま
す。

* ピッチベンドレンジの値を変えたときとメモリーを変え
たとき、ピッチベンドレンジ情報を送信します。

* 音源によってはピッチベンドレンジ情報を受け付けない
ものがあります。その場合は音源側で設定してくださ
い。

半音

1音

1音半

2音

・ クロマチック=On時の
　出力シンセ音の変化

チョーキングの幅
チョーキング
なし
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プログラムのエディット

ボリューム

【解説】

ボリュームを設定します。

【設定値】

oFF (OFF) ：このパラメーターはMIDI OUTへ送信しま

せん。

0～127 ：ボリュームレベル。値が大きいほど出力の

ボリュームが大きくなります。

* ここの設定値は、G1DのVOLを最大に設定したときおよ
びMIDIフットコントローラーのボリュームを最大にした
ときの値（受信されるMIDIボリュームの最大値）になりま
す。

パン

【解説】

パン（音像のステレオ定位）を設定します。

【設定値】

oFF (OFF) ：パンを送信しません。

L15～C～r15 (Left 15～Center～Right 15)

：パンの設定。左（L）～中央（C）～右（r）。

プログラムナンバー

【解説】

外部音源のプログラムナンバーを設定します。

これで外部音源で使うボイスを指定します。

【設定値】

1～128 ：プログラムナンバー

oFF (OFF) ：G50のMIDI OUT端子から、すべての演奏

データを送信しません。

* プログラムナンバーと外部音源のボイスナンバーとの関
係は、外部音源の取扱説明書をご覧ください。

プログラムバンクMSB

プログラムバンクLSB

【解説】

外部音源へ送るプログラムチェンジのバンクナンバー（MSB

とLSBで表現）を設定します。

外部音源に複数のボイスバンクがある場合、これで使用する

バンクを指定します。

【設定値】

MSB, LSB同じです。

oFF (OFF) ：このパラメーターはMIDI OUTへ送信しま

せん。

0～127 ：バンクナンバーMSB (LSB)。

--- ：プログラムナンバーがoFFに設定されてい

る場合に表示されます。設定は無効です。

* 外部音源のボイスバンクMSB, LSBナンバーについては、
外部音源の取扱説明書をご覧ください。

■外部音源セットアップ
これらのデータは、パラメーターをエディットしたときとメモリーを切り替えたときに送信されます

（OFF以外）。また、外部音源側で対応していないパラメーターを送信しても無効となります。外部音源

の取扱説明書を併せてお読みください。
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プログラムのエディット

アサイナブルコントロールナンバー1

【解説】

コントロールチェンジまたはアフタータッチを設定します。

【設定値】

oFF (OFF) ：このパラメーターはMIDI OUTへ送信

しません。

1～31, 33～120：音源側に送信するコントロールナン

バーを設定します。

AF (After Touch) ：アフタータッチを設定します。

アサイナブルコントロールバリュー1

【解説】

上記 ：アサイナブルコントロールナンバー1で設定してい

るコントロールチェンジまたはアフタータッチの値を設定し

ます。

【設定値】

0～127 ：設定値

--- ： ：アサイナブルコントロールナンバー1が

o F Fに設定されている場合に表示されま

す。設定は無効です。

アサイナブルコントロールナンバー2

アサイナブルコントロールバリュー2

, と同様。

* リアルタイムコントロールでNRPNに割り当てられてい
るパラメーターをコントロールする場合、 ：アサイナ
ブルコントロールナンバー1および ：アサイナブルコン
トロールナンバー2でNRPNのMSBとLSBをセットし、
データエントリーのMSBをリアルタイムコントロールナ
ンバーに設定してください。
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プログラムのエディット

■リアルタイムコントロール
リアルタイムに変化する演奏データを送信します。

● ピッキングポジションによる スプリット

：スプリット＝P1～P10のいずれか、
：メモリーロケーション＝Lo　に設定した場合

ネック側 ブリッジ側

：スプリットメモリー2
に設定されるナンバーの
プログラム

現在選ばれているメモリー
のプログラム

● 弦によるスプリット

：スプリット＝Sr4

：メモリーロケーション＝Lo　に設定した場合

現在選ばれている
メモリーのプログラム

：スプリットメモリー
2に設定されるナンバー
のプログラム

ブリッジ側ネック側

スプリットメモリー2ナンバー

【解説】

スプリットで使うもうひとつのプログラムのメモリーナン

バーを設定します。このとき、リアルタイムコントロールの

設定は現在のメモリーの設定に従います。

【設定値】

1～128 ：もうひとつのプログラムのメモリーナン

バー。

--- ：設定は無効です。 ：スプリットがoFFに

設定されている場合に表示されます。

メモリーロケーション

【解説】

：スプリットメモリー2ナンバーで設定したもうひとつの

プログラムを、スプリットのどちら側に使用するかを設定し

ます。

【設定値】

Lo (Low) ： ：スプリットで設定値の大きい側に、 ：

スプリットメモリー2ナンバーのプログラム

を割り当てます。

Hi (High) ： ：スプリットで設定値の小さい側に、 ：

スプリットメモリー2ナンバーのプログラム

を割り当てます。

--- ：設定は無効です。 ：スプリットがoFFに

設定されている場合に表示されます。

スプリット

【解説】

G50では2種類のスプリットが設定できます。
・ 1～4弦を弾くとピアノ、5～6弦を弾くとウッドベースが
鳴るというように、弦によるスプリットの設定。

・ブリッジ近くで弾くとディストーションギター、ネック
側で弾くとガットギターというように、ピッキングポジ
ションによるスプリットの設定。

【設定値】

oFF (OFF) ：スプリットを行いません。

Sr1～Sr5 (String 1～String 5)

：弦によるスプリットを行います。

Sr1（1弦と2～6弦）～Sr5（1～5弦と6弦）

でスプリットの弦の分け方を設定します。

P1～P10 (Position 1～Position 10)

：ピッキングポジションによるスプリットを

行います。

P1（ブリッジ寄り）～P10（ネック寄り）でス

プリットの境目のポイントを設定します。

設定した境目を越えてピッキングしたと

き、プログラムチェンジを送信します。

--- ： 設定は無効です。モノシンセモードで使って

いる場合に表示されます。

Sr1～Sr5の場合はセパレートモードにし

てください。

P1～P10の場合はセパレートモードまたは

コモンモードにしてください。
* ：プレイスタイル（→18ページ参照）で

Fin (ギターの場合)またはSLP (ベースの
場合)が設定されているとき、P1～P10

は設定できません。
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プログラムのエディット

ピッキングポジションコントロール

【解説】

ピッキングの位置によってコントロールチェンジまたはアフ

タータッチのコントロールデータを変化させることができま

す。ここではコントロールチェンジの種類（たとえば10番の

パンポット“10”）を選んだりアフタータッチ“AF”を選んだり

します。

【設定値】

oFF (OFF) ：ピッキングポジションコントロール

機能を使わない場合に設定します。

1～31, 33～120 ：音源側に送信するコントロールナン

バーの設定です。

AF (After Touch) ：アフタータッチをコントロールしま

す。

--- ：設定は無効です。 ：スプリットで

P1～P10（ピッキングポジションによ

るスプリット）に設定されているか、

モノシンセモードで使っている場合

に表示されます。セパレートモードま

たはコモンモードにしてください。

* ：プレイスタイル（→18ページ参照）で
Fin (ギターの場合)またはSLP (ベースの
場合)が設定されているとき、このパラ
メーターは設定できません。

ピッキングフロントポジションバリュー

ピッキングリアポジションバリュー

【解説】

：ピッキングポジションコントロールで設定したコント

ロールチェンジまたはアフタータッチの変化幅を設定しま

す。

【設定値】

0～127 ： の設定値～ の設定値の間でコントロール

チェンジまたはアフタータッチをコント

ロールする変化幅を送信します。

--- ：設定は無効です。 ：ピッキングポジション

コントロールがoFFまたは---に設定され

ている場合に表示されます。

ネック側 ブリッジ側

リア
ポジション

フロント
ポジション

ポジション

コントロール
データバリュー

タッチコントロール

【解説】

ギターのエンベロープ（信号の減衰カーブ）を使用して、コン

トロールチェンジまたはアフタータッチを送信するための設

定です。

【設定値】

oFF (OFF) ：タッチコントロール機能を使わない

場合に設定します。

1～31, 33～120 ：音源側に送信するコントロールナン

バーの設定です。

AF (After Touch) ：アフタータッチを送信します。
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センシティビティ

【解説】

：タッチコントロールで使用するギターのエンベロープ

を、強調したり全く逆の動きにしたい場合に設定します。

【設定値】

1～7 ：ギターのエンベロープと同じ減衰カーブでコ

ントロールチェンジまたはアフタータッチを

送信します。値を大きくするほど強調されま

す。

0 ：ギターのエンベロープそのものを使ってコン

トロールチェンジまたはアフタータッチを送

信します。

-7～-1 ：ギターのエンベロープと逆の上昇カーブを持

つエンベロープカーブでコントロールチェン

ジまたはアフタータッチを送信します。

--- ：設定は無効です。 ：タッチコントロールが

oFFに設定されている場合に表示されます。

プログラムのエディット

サステイン／ホールドペダル

【解説】

リアパネルのSUSTAIN/HOLD端子に接続したフットス

イッチ（別売ヤマハFC4, FC5等）を、サスティンペダルとし

て使うかホールドペダルとして使うかを設定します。

【設定値】

SU1  (Sustain 1) ： サステインペダルとして使用する場合

に設定します。

SU2  (Sustain 2) ： サステインペダルとして使用するが、

ペダルをオンしたときに鳴っている弦はペダ

ルを踏んでいる間は再度弾いてもノートオン

しません。ただしピッチベンド情報は有効な

ため、音を持続しながらビブラートなどをか

けることができます。それ以外の弦の音は普

通に発音します。

1～128 ：ホールドペダルとして使用する場合のメモ

リーナンバーを設定します。

ホールドペダルには、ホールド1（ Ld1）と

ホールド2（ Ld2）の2つのモードがありま

す。ホールド1と2の切り替えは、フットス

イッチを踏みながらG50の電源を入れるこ

とで行います。

Ld1 ペダルを踏むと、そのとき発音中の音色が

ホールドされ、ホールドメモリーの設定に

従って鳴る音が加わります。

ペダルを放すとすべてオフになります。

Ld2 ホールド機能とは少し異なる機能です。

ペダルを踏むごとに、そのとき発音中のメモ

リーとホールドメモリー（プレイモードでは

HLdと表示）が切り替わります。2つのメモ

リーを足元で切り替えて使うことができます。

* サステインやホールド機能は、MIDIより受信するサステ
インon/offによっても同様に機能します。

* ホールドメモリーは、現在のメモリーの次のMIDIチャン
ネルを1チャンネルだけ使用します。

* この機能の効果の具合は、音色により異なります。持続
系の音色でより効果が得られます。

0

127

0

127

コントロールデータ送信

・ギターのエンベロープ

設定：7

設定：1

設定：0
（生音のレベル）

設定：-7

設定：-1

現在のメモリー
で発音

現在のメモリーの
音をホールド

ホールドメモリー
で発音

現在のメモリー
で発音

ホールドメモリー
で発音
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イニシャライズとは、G50内部の設定を工場出荷時の状態に戻す操作です。
イニシャライズを実行すると、プリセットプログラムはU（User）タイプの工場出荷状態に書
き替えられ、チューニングピッチは440にリセットされます。

イニシャライズ

イニシャライズを実行すると、メモリーにあったすべてのプログラムは消えて（上書きされて）
しまいます。プログラムを保存しておきたい場合は、イニシャライズの前にMIDIバルクダン
プにより外部MIDI機器に保存してください。

■イニシャライズの手順
1 . [PLAY]ボタンと[+1]ボタンを押しながら電源を入れま

す。

ディスプレイに“ AC”と表示されるまで、ボタンを放さ

ないでください。

2 . [▼/YES]ボタンを押すと、イニシャライズが実行され

ます。

実行するとディスプレイに“ini”と表示した後、プレイ

モードになります。メモリーナンバーは“001”が選ばれ

ます。

キャンセルする場合は[PLAY]ボタンを押します。

イニシャライズを実行せずにプレイモードへ入ります。

* GUITAR/BASSスイッチがどちらに設定されているかに
より、イニシャライズでセットされるメモリーの内容が
異なります。（→30, 33ページ）

POWER

ON/ 　OFF

MEMORY#/VALUE  WRITE
+1

PLAY

� ＋

FAC
PARAMETER MEMORY#/VALUE
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保存（WRITE）とは、プログラムの内容をメモリー（001～128）に保存（書き込み）する操作です。
あるメモリーナンバーのプログラムを変更しないでそのまま他のメモリーナンバーに保存（書
き込み）し、片方のプログラムをエディットすれば、オリジナルは残ります。
プログラムをエディットしたり、新しいプログラムを作ったら、G50に保存しましょう。
エディットしたプログラムを保存せずに、他のメモリーを選んだり電源を切ったりすると、
プログラムは変更前の状態に戻ってしまいます。

プログラムの保存（WRITE）

●プレイ／エディットバッファーとは？

プレイ／エディットバッファーとはプログラムの一時的な保管場所で、メモリーナンバーを選ぶ
と、そのメモリーにあるプログラムがプレイ／エディットバッファーヘコピーされます。
エディットは、このプレイ／エディットバッファーにあるプログラムに対して行います。
保存（WRITE）とは、このプレイ／エディットバッファーの内容をメモリーに記録する操作です。

プログラムの保存（WRITE）を実行すると、保存先メモリーにあったプログラムは
消えて（上書きされて）しまいます。ご注意ください。

■プログラムの保存手順
1 . [PLAY]ボタンを押しながら[+1]ボタンを押します。

メモリーナンバーが点滅表示されます。

プログラムの内容（パラメーター）が変更されている場合

は、メモリーナンバーの左に マークが点滅表示されます。

* プログラムの内容を変更した後、保存（WRITE）を実行す
るかメモリーナンバーを変えた場合、 マークは消えま
す。

2 . [-1]/[+1]ボタンを押して、保存先のメモリーナンバー

（001～128）を設定します。

　

3 . [▼/YES]ボタンを押すと、プログラムの保存が実行さ

れます。

実行するとディスプレイに“don”と表示され、プレイ

モードに戻ります。メモリーナンバーは保存先が選ばれ

ています。

キャンセルする場合は[▲/NO]ボタンまたは[PLAY]ボ

タンを押します。

保存を実行せずにプレイモードへ戻ります。001
PARAMETER MEMORY#/VALUE

MEMORY#/VALUE  WRITE
+1

PLAY

�

* 保存終了後プレイモードになります。
このときのメモリーナンバーは002が選ばれます。

No. 002

B

No. 001

A

* AをエディットしてA'の内容になっている。

保存前

A'
プレイ／エディット
バッファー

No. 002

A'

No. 001

A

保存後

保存（WRITE）

A'
プレイ／エディット
バッファー
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スワップとは、あるメモリーの内容ともうひとつのメモリーの内容を入れ替える機能です。
128個のプログラムを、ライブでの曲順や使用順またはキャラクター別に並べ替える際、
前項のコピー機能とこのスワップ機能を使うことで効率的に作業ができます。

プログラムのスワップ（入れ替え）

スワップ操作では2つのメモリー間で内容の入れ替えを行った後、スワップ先のメモリーを
プレイ／エディットバッファーに読み込みます。したがってエディット中のデータを保存せ
ずにスワップ操作をすると、エディット前のプログラムは消えて（上書きされて）しまいま
す。ご注意ください。

■プログラムの入れ替え手順
1 . [PLAY]ボタンを押しながら[-1]ボタンを押します。

マークとともにメモリーナンバーが点滅表示されま

す。

2 . [-1]/[+1]ボタンを押して、入れ替え先のメモリーナン

バー（001～128）を設定します。

　

3 . [▼/YES]ボタンを押すと、プログラムの入れ替えが実

行されます。

実行するとディスプレイに“don”と表示され、プレイ

モードに戻ります。メモリーナンバーは入れ替え先が選

ばれています。

キャンセルする場合は[▲/NO]ボタンまたは[PLAY]ボ

タンを押します。

入れ替えを実行せずにプレイモードへ戻ります。

No. 002

A

No. 001

B
←
このメモリー
のプログラム
が選ばれて、
プレイモード
へ戻ります。

スワップ

←→

スワップ後

001
PARAMETER MEMORY#/VALUE

MEMORY#/VALUE  WRITE
+1

PLAY

-1

�

No. 002

B

No. 001

A

スワップ前

A'
プレイ／エディット
バッファー A

プレイ／エディット
バッファー

A'
プレイ／エディットバッファーにあった
プログラムは上書きされて消えてしまう
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ヤマハ MIDIデータファイラー MDF-2などのMIDIデータの保存ができる機器に、G50のメ
モリー（001～128）の内容を送信して保存することができます。
また、保存していたG50のメモリーデータを外部MIDI機器から受信してG50のメモリーに書
き込むこともできます。

G50 MIDIバルクデータの送受信

■MIDIバルクデータの受信
プレイモード時のみ、バルクデータを受信します。

1つのメモリーだけを受信した場合は、現在選ばれているメ

モリーに上書きされます。

全メモリーを受信した場合は、全メモリー（001～128）を上

書きします。

MIDIデータ受信中はディスプレイに“rEc”と表示され、終

了すると“don”と表示されます。

* 受信したデータが異常な場合は、ディスプレイに
“ Err”と表示されます。

■MIDIバルクデータの送信
全メモリー（001～128）、または1つのメモリーだけ
を選んで、送信することができます。

【接続と準備】
・G50のMIDI OUT端子と受信側MIDI機器のMIDI IN端子

とをMIDIケーブルで接続します。

・G50と受信側MIDI機器のデバイスナンバーを一致させて

おきます。

・受信側MIDI機器にメモリープロテクト等の機能がある場

合は、プロテクトを解除しておきます。

【手順】
1 . [PLAY]ボタンを押しながら[MIDI CH]ボタンを押しま

す。

ディスプレイには マークと、メモリーナンバー（電源オ

ン時は001）が点滅表示されます。

2 . [ - 1 ] / [ + 1 ]ボタンで送信したいメモリーのナンバー

（ALL, 001～128）を選択します。

ALLを選ぶと全プログラムが送信されます。

3 . [▼/YES]ボタンを押すと、メモリーのMIDIデータが

G50のMIDI OUT端子より送信されます。

送信中はディスプレイに“Snd”と表示され、終了すると

“don”としばらく表示された後、プレイモードに戻りま

す。

キャンセルする場合は[▲/NO]ボタンまたは[PLAY]ボ

タンを押します。

MIDIデータを送信せずにプレイモードへ戻ります。

001
PARAMETER MEMORY#/VALUE

ALL, 001～128

INPUT
LEVEL PLAYTUNER

MIDI CH
(MONO/POLY)

�
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G50を使えばギターを使ってMIDIレコーディングをすることができるので、キーボードを弾けない人でもスムー

ズに入力することができます。さらに、チョーキングやグリッサンドなどのデータをよりリアルなタイミングで入

力することができます。

【録音手順】
マルチチャンネルレコーディングのできないシーケンサーの場合、MIDIチャンネルはコモンモードに設定し、1ト

ラックずつ録音していきます。

● ピアノトラック（1トラック）の録音の場合

1 . シーケンサー側でピアノ用のレコーディングトラック（1トラック）を選びます。

2 . G50でピアノの音色を選びます。

2-1.　[-1]／[+1]ボタンを押して、ピアノを入力するのに適当なメモリーを選びます。

2-2.　[▼/YES]／[▲/NO]ボタンを押して ：プログラムナンバーの選択を選び、[-1]／[+1]ボタンでピ

アノの音色を選びます。

2 - 3 . 選択後は[PLAY]ボタンを押します。

3 . MIDIチャンネルを設定します。

3 - 1 . [MIDI CH]ボタンを押し、[-1]／[+1]ボタンで 1（コモンモード：1チャンネル）に設定します。

3 - 2 . 設定後は[PLAY]ボタンを押します。

4 . ピアノは半音単位で音程変化するので、クロマチックを onにします。

4 - 1 . [▼/YES]／[▲/NO]ボタンを押して ：クロマチックの設定を選び、[-1]／[+1]ボタンで onに設

定します。

4 - 2 . 選択後は[PLAY]ボタンを押します。

5 . レコーディングを開始します。

● ベーストラック（2トラック）の録音の場合

1 . シーケンサー側でベース用のレコーディングトラック（2トラック）を選びます。

2 . ピアノの時と同様の手順で、ベースの音色を選びます。

3 . ピアノの時と同様の手順で、MIDIチャンネルを 2（コモンモード：2チャンネル）に設定します。

4 . ピアノの時と同様の手順で、クロマチックを oFFにします。（目的によって onや Auにします。）

5 . レコーディングを開始します。

● ドラムトラック（10トラック）の録音の場合

1 . シーケンサー側でドラム用のレコーディングトラック（通常は10トラック）を選びます。

2 . ドラムボイスを選択します。

2-1.　[-1]／[+1]ボタンを押して、ドラムを入力するのに適当なメモリーを選びます。

2-2.　[▼/YES]／[▲/NO]ボタンと[-1]／[+1]ボタンにより、 ：プログラムナンバー、 ：プログラム

バンクMSB、 ：プログラムバンクLSBを設定して、ドラムボイスを選択します。ドラムボイス（バ

ンク）の設定の方法については音源側の取扱説明書をご覧ください。

2 - 3 . 選択後は[PLAY]ボタンを押します。

3 . ピアノの時と同様の手順で、MIDIチャンネルを 10（コモンモード：10チャンネル）に設定します。

4 . ピアノの時と同様の手順で、クロマチックを oFFにします。（目的によって onや Auにします。）

5 . レコーディングを開始します。

MIDIレコーディングガイド
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プリセットプログラムリスト

● タイプ：1

プリセットプログラムのタイプに“1”を選択実行すると、下記データ
がメモリーにロードされる。

MEM# PGM MSB LSB 音　色

1 6 3 0 4 5 AnaVelBr

2 8 5 0 6 5 WireLead

3 3 4 0 6 5 ModAlem

4 3 9 0 6 4 O s c a r

5 1 1 5 0 0 S t e e lD rm

6 5 0 0 0 S t r i n g s 2

7 6 4 0 4 0 S y nB r a s 4

8 9 1 0 6 6 Ana  Pad

9 5 0 4 5 VX E1.P1

1 0 6 6 0 4 3 HyprAlto

1 1 3 3 0 0 A c o . B a s s
 2 5 0 0 NylonGtr

* String Split、手弾き用

1 2 2 8 0 0 CleanGt r
 2 9 0 0 Mute .Gt r

* Picking Split

1 3 3 0 0 4 3 Gt .P inch
* Velocity によって音色変化

1 4 3 8 0 4 3 VeloS lap
* Velocity によって音色変化

1 5 9 2 0 6 6 Itopia

1 6 8 6 0 6 4 VoxLead

1 7 9 1 0 6 5 Click Pad

1 8 7 9 0 6 4 HrmoRain

1 9 1 0 4 1 D r e am

2 0 1 7 0 3 2 DetDrwOr
* Picking Control = Modulation

2 1 1 2 0 4 5 HardVibe

2 2 9 9 0 6 9 DigiBell

2 4 2 6 0 3 5 1 2 S t r G t r

4 1 2 9 0 4 5 Jazz  Man

4 2 4 0 0 6 4 X WireBa

4 3 4 1 0 0 Violin

4 4 4 3 0 0 Cello

5 6 5 6 0 6 4 Imp a c t

6 5 6 4 0 6 4 A n a B r s s 2

1 0 5 8 9 0 6 4 F a n t a s y 2

1 0 6 1 0 2 0 6 4 GobSyn

1 0 7 9 6 0 6 4 Po l a r P a d

1 0 8 1 0 5 0 0 S i t a r

1 0 9 1 0 6 0 0 Ban jo

1 1 0 1 0 9 0 0 Kal imba

1 1 5 9 9 0 6 7 XmasBe l l

1 2 8 1 7 1 2 7 0 Rock Kit

■ ギター／ベース切替スイッチ：“GUITAR”を選択時

● タイプ：U  （User）

イニシャライズを実行すると、下記データがメモリーにロードされ
る。

MEM# PGM MSB LSB 音　色

1 8 4 0 0 Chiff Lead

2 8 2 0 0 Saw Lead

3 3 6 0 0 F r e t l e s s

4 3 9 0 0 Syn  Ba s s

5 1 1 5 0 0 Stee l  Drum

6 4 9 0 0 S t r i n g s

7 6 3 0 0 Syn  B ra s s

8 9 1 0 0 Poly Syn Pad

9 2 0 0 P i a n o

1 0 6 6 0 0 Alto Sax

1 1 3 3 0 0 Aco  Ba s s
2 5 0 0 Nylon Guitar

* String Split、手弾き用

1 2 2 8 0 0 Clean Guitar
 2 9 0 0 Mute Gui tar

* Picking Split

1 3 3 0 0 0 Overdrive
 3 2 0 0 Gui tar  Harmonics

* Picking Split

1 4 3 4 0 0 F inge r  Bass
3 7 0 0 S l ap  Ba s s

* Picking Split

1 5 8 9 0 0 New Age Pad

1 6 8 3 0 0 Calliope Lead

1 7 8 6 0 0 Voice  Lead

1 8 1 2 0 0 V i b e s

1 9 1 0 0 0 0 A tmo s p h e r e

2 0 1 7 0 0 Draw Organ
* Picking Control = Modulation
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プリセットプログラムリスト

● タイプ：2

プリセットプログラムのタイプに“2”を選択実行すると、下記データ
がメモリーにロードされ、VL70-m  用音色データ (Cs t001～
006,  Int001) もバルク出力する。

MEM# PGM MSB LSB 音　色

1 1 － 2 S h a k u h a c
* Touch Control = Breath Noise

2 4 － 0 Gui tHero

3 2 － 2 Teno rS ax
* Touch Control=Breath Noise

4 3 － 2 Birdland

5 4 － 2 OldMini

6 5 － 2 Ro c kP i g s
* Picking control=Modulation

7 1 － 2 S h a k u h a c
* Picking control=Embouchure
* Touch Control=Breath Noise

8 1 － 3 Gui tHero
* Picking Control=Tonguing

9 6 － 2 Yhokihi

1 0 1 2 － 0 I g n e o u s

1 1 1 5 － 0 Wyn th

1 2 1 9 － 0 Osc iL e a d

1 3 2 0 － 0 Sq rL e a d

1 4 2 1 － 0 Bigge r

1 5 2 2 － 0 AnaSqu id

1 6 2 3 － 0 Sh a r p S y n

1 7 2 9 － 0 Fng round

1 8 3 1 － 0 F l a g e oB s

1 9 3 2 － 0 D am p B a s s

2 0 3 3 － 0 Fre t l e s !

2 1 3 5 － 0 T h umB a s s

2 2 3 8 － 0 Wa rmB a s s

2 3 4 0 － 0 Box  Bas s

2 4 4 2 － 0 Fru i tBa s

2 5 4 4 － 0 Sq rB a s s !

2 6 4 5 － 0 Pu l sC lav

2 7 4 6 － 0 Mo g u eB a s

2 8 4 7 － 0 Bo p p aB a s

2 9 4 8 － 0 Buzz rBas

3 0 4 9 － 0 Mu t eH rBs

3 1 5 1 － 0 T r an zBa s

3 2 5 2 － 0 Chaml ion

3 3 5 3 － 0 P a r a S y nB

3 4 5 4 － 0 S t e a m B a s

3 5 5 5 － 0 B o o B a s s

3 6 5 7 － 0 A t a c kSyn

MEM# PGM MSB LSB 音　色

3 7 6 0 － 0 India

3 8 6 1 － 0 YamS t e e l

3 9 6 3 － 0 Mu

4 0 6 5 － 0 DinoPe r c

4 1 6 6 － 0 Formula

4 2 6 7 － 0 J u r a s s i c

4 3 6 9 － 0 S p cH o r s e

4 4 7 1 － 0 S u e d h e a d

4 5 7 4 － 0 JazzyGt r

4 6 7 5 － 0 L7 Pluck

4 7 8 0 － 0 Ca r l o s

4 8 8 1 － 0 Des t i n y

4 9 8 3 － 0 G r u n g e

5 0 8 4 － 0 Os s y n c r o

5 1 8 5 － 0 Talk Box

5 2 8 6 － 0 Syn cL e a d

5 3 8 7 － 0 Old Mini

5 4 8 8 － 0 Fat Mini

5 5 8 9 － 0 Pa r l a pho

5 6 9 0 － 0 Simp l eSy

5 7 9 1 － 0 Choron ic

5 8 9 2 － 0 SlitMinu

5 9 9 4 － 0 F l a g g oo t

6 0 9 5 － 0 SynSk e x

6 1 9 8 － 0 F l a tLead

6 2 9 9 － 0 PhilTur

6 3 1 0 0 － 0 Cha lPu l s

6 4 1 0 1 － 0 Pluck Ld

6 5 1 0 2 － 0 B r a s s y n

6 6 1 0 3 － 0 AcoSynLd

6 7 1 0 4 － 0 Moby

6 8 1 0 6 － 0 LyricOff

6 9 1 0 7 － 0 Rezzawi

7 0 1 0 8 － 0 Mac r o

7 1 1 0 9 － 0 Claribo

7 2 1 1 0 － 0 Binaphon

7 3 1 1 3 － 0 P e r s i n e t

7 4 1 1 4 － 0 P i c oP i p e

7 5 1 1 5 － 0 Ge r t r ud e

7 6 1 1 6 － 0 Xyn th

7 7 1 2 1 － 0 Elec t r um

7 8 1 2 2 － 0 Edg e o p h o

7 9 1 2 3 － 0 Ba s sC l a !

8 0 1 2 4 － 0 WX Clari

8 1 1 2 5 － 0 WX Oboe

8 2 1 2 7 － 0 Shakuh a !

8 3 1 2 8 － 0 LipClari
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プリセットプログラムリスト

前ページ　タイプ：2のつづき

MEM# PGM MSB LSB 音　色

8 4 1 － 1 Ve n t o

8 5 3 － 1 S i n t a x

8 6 7 － 1 LiteAlto

8 7 8 － 1 Trmbone!

8 8 1 0 － 1 Air Sax

8 9 1 1 － 1 TenrSax!

9 0 1 2 － 1 C o c a

9 1 1 4 － 1 Viol Inn

9 2 1 6 － 1 Bre t hBow

9 3 1 7 － 1 Trump t ! 2

9 4 2 2 － 1 F lumpe t

9 5 2 3 － 1 WXTrumpt

9 6 2 6 － 1 Melwbone

9 7 2 7 － 1 NerzoBr

9 8 3 0 － 1 NuHorne

9 9 3 1 － 1 WX Horn

1 0 0 4 3 － 1 DoublBow

1 0 1 4 8 － 1 C Flu te2

1 0 2 5 0 － 1 OakF lu t e

1 0 3 5 2 － 1 RzdeFl t

1 0 4 5 4 － 1 Nz Flute

1 0 5 5 8 － 1 B amb o o

1 0 6 6 0 － 1 Flurinet

1 0 7 6 2 － 1 Flurmod

1 0 8 6 6 － 1 NuS o p S a x

1 0 9 6 8 － 1 Sop rP i p e

1 1 0 7 0 － 1 AnaSop r n

1 1 1 7 1 － 1 NuAl tSax

1 1 2 7 7 － 1 Ac idSax

1 1 3 8 3 － 1 BellMike

1 1 4 9 0 － 1 Oboe !

1 1 5 9 8 － 1 Ba s s o o n !

1 1 6 1 1 1 － 1 Lonely

1 1 7 1 1 4 － 1 MizuHorn

1 1 8 1 1 7 － 1 BowLead

1 1 9 1 1 9 － 1 Mou thKey

1 2 0 1 2 0 － 1 AmpdHarp

1 2 1 1 2 1 － 1 CromHarp

1 2 2 1 2 2 － 1 WahUpHp

1 2 3 1 2 3 － 1 YamaBo t l

1 2 4 1 2 4 － 1 Blowsoo

1 2 5 1 2 5 － 1 Br appo

1 2 6 1 2 6 － 1 Crumbon

1 2 7 1 2 7 － 1 Klarina

1 2 8 1 2 8 － 1 ReedWin

● タイプ：3

プリセットプログラムのタイプに“3”を選択実行すると、下記データ
がメモリーにロードされ、VL1-m用音色データ (A01～A06) もバ
ルク出力する。

MEM# PGM MSB LSB 音　色

1 1 － － Shakuh a c h i
　　　　 * Touch Control = Breath Noise etc.

2 2 － － Gui ta rHero

3 3 － － Tenor  Sax
* Touch Control = Breath Noise

4 4 － － Birdland

5 5 － － OldMini

6 6 － － Rock  P igs
* Picking control = Modulation

7 1 － － Shakuh a c h i
* Picking control = Embouchure
* Touch Control = Breath Noise

8 2 － － Gui ta rHero
* Picking Control = Tonguing

* VL1-mを接続して3のタイプで使用する場合は、VL1-mをバー
ジョンアップする必要があります。巻末のデジタルインフォメー
ションセンターにご相談ください。
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プリセットプログラムリスト

● タイプ：U  （User）

イニシャライズを実行すると、下記データがメモリーにロードされ
る。

MEM# PGM MSB LSB 音　色

1 3 9 0 0 Syn  Ba s s

2 3 6 0 0 F r e t l e s s

3 1 1 5 0 0 Stee l  Drum

4 8 4 0 0 Chiff Lead

5 8 2 0 0 Saw Lead

6 4 9 0 0 S t r i n g s

7 6 3 0 0 Syn  B ra s s

8 9 1 0 0 Poly Syn Pad

9 2 0 0 P i a n o

1 0 6 6 0 0 Alto Sax

1 1 3 4 0 0 F n g r B a s s
3 7 0 0 S l a p S a s 1

* String Split

1 2 3 5 0 0 P i c kB a s s
3 8 0 0 S l a p B a s 2

* picking split

1 3 3 0 0 0 Overdrive
3 2 0 0 Gui tar  Harmonics

* picking split

1 4 2 8 0 0 Clean Guitar
2 9 0 0 Mute Gui tar

* picking split

1 5 8 9 0 0 New Age Pad

1 6 8 3 0 0 Calliope Lead

1 7 8 6 0 0 Voice  Lead

1 8 1 2 0 0 V i b e s

1 9 1 0 0 0 0 A tmo s p h e r e

2 0 1 7 0 0 Draw Organ
* Picking Control = Modulation

● タイプ：1

プリセットプログラムのタイプに“1”を選択実行すると、下記データ
がメモリーにロードされる。

MEM# PGM MSB LSB 音　色

1 3 9 0 6 4 O s c a r

2 3 4 0 6 5 ModAlem

3 1 1 5 0 0 S t e e lD rm

4 6 3 0 4 5 AnaVelBr

5 8 5 0 6 5 WireLead

6 5 0 0 0 S t r i n g s 2

7 6 4 0 4 0 S y nB r a s 4

8 9 1 0 6 6 Ana  Pad

9 5 0 4 5 VX E1.P1

1 0 6 6 0 4 3 HyprAlto

1 1 3 4 0 0 F n g r B a s s
3 7 0 0 S l a p S a s 1

* String Split

1 2 3 5 0 0 P i c kB a s s
3 8 0 0 S l a p B a s 2

* picking split

1 3 3 0 0 4 3 Gt .P inch
* Velocity によって音色変化

1 4 3 8 0 4 3 VeloS lap
* Velocity によって音色変化

1 5 9 2 0 6 6 Itopia

1 6 8 6 0 6 4 VoxLead

1 7 9 1 0 6 5 Click Pad

1 8 7 9 0 6 4 HrmoRain

1 9 1 0 4 1 D r e am

2 0 1 7 0 3 2 DetDrwOr
* Picking Control = Modulation

2 1 1 2 0 4 5 HardVibe

2 2 9 9 0 6 9 DigiBell

2 4 3 9 0 3 5 Clv  Bass

4 1 2 9 0 4 5 Jazz  Man

4 2 4 0 0 6 4 X WireBa

4 3 4 1 0 0 Violin

4 4 4 3 0 0 Cello

5 6 5 6 0 6 4 Imp a c t

6 5 6 4 0 6 4 A n a B r s s 2

1 0 5 8 9 0 6 4 F a n t a s y 2

1 0 6 1 0 2 0 6 4 GobSyn

1 0 7 9 6 0 6 4 Po l a r P a d

1 0 8 1 0 5 0 0 S i t a r

1 0 9 1 0 6 0 0 Ban jo

1 1 0 1 0 9 0 0 Kal imba

1 1 5 9 9 0 6 7 XmasBe l l

1 2 8 1 7 1 2 7 0 Rock Kit

■ ギター／ベース切替スイッチ：“BASS”を選択時
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● タイプ：2

プリセットプログラムのタイプに“2”を選択実行すると、下記データ
がメモリーにロードされ、VL70-m  用音色データ (Cs t001～
006,  Int001) もバルク出力する。

MEM# PGM MSB LSB 音　色

1 3 － 2 Birdland

2 4 － 2 OldMini

3 1 － 2 S h a k u h a c
* Touch Control = Breath Noise

4 4 － 0 Gui tHero

5 2 － 2 Teno rS ax
* Touch Control = Breath Noise

6 5 － 2 Ro c kP i g s
* Picking control = Modulation

7 1 － 2 S h a k u h a c
* Picking control = Embouchure
* Touch Control = Breath Noise

8 1 － 3 Gui tHero
* Picking Control = Tonguing

9 6 － 2 Yhokihi

1 0 1 2 － 0 I g n e o u s

1 1 1 5 － 0 Wyn th

1 2 1 9 － 0 Osc iL e a d

1 3 2 0 － 0 Sq rL e a d

1 4 2 1 － 0 Bigge r

1 5 2 2 － 0 AnaSqu id

1 6 2 3 － 0 Sh a r p S y n

1 7 2 9 － 0 Fng round

1 8 3 1 － 0 F l a g e oB s

1 9 3 2 － 0 D am p B a s s

2 0 3 3 － 0 Fre t l e s !

2 1 3 5 － 0 T h umB a s s

2 2 3 8 － 0 Wa rmB a s s

2 3 4 0 － 0 Box  Bas s

2 4 4 2 － 0 Fru i tBa s

2 5 4 4 － 0 Sq rB a s s !

2 6 4 5 － 0 Pu l sC lav

2 7 4 6 － 0 Mo g u eB a s

2 8 4 7 － 0 Bo p p aB a s

2 9 4 8 － 0 Buzz rBas

3 0 4 9 － 0 Mu t eH rBs

3 1 5 1 － 0 T r an zBa s

3 2 5 2 － 0 Chaml ion

3 3 5 3 － 0 P a r a S y nB

3 4 5 4 － 0 S t e a m B a s

3 5 5 5 － 0 B o o B a s s

3 6 5 7 － 0 A t a c kSyn

3 7 6 0 － 0 India

MEM# PGM MSB LSB 音　色

3 8 6 1 － 0 YamS t e e l

3 9 6 3 － 0 Mu

4 0 6 5 － 0 DinoPe r c

4 1 6 6 － 0 Formula

4 2 6 7 － 0 J u r a s s i c

4 3 6 9 － 0 S p cH o r s e

4 4 7 1 － 0 S u e d h e a d

4 5 7 4 － 0 JazzyGt r

4 6 7 5 － 0 L7 Pluck

4 7 8 0 － 0 Ca r l o s

4 8 8 1 － 0 Des t i n y

4 9 8 3 － 0 G r u n g e

5 0 8 4 － 0 Os s y n c r o

5 1 8 5 － 0 Talk Box

5 2 8 6 － 0 Syn cL e a d

5 3 8 7 － 0 Old Mini

5 4 8 8 － 0 Fat Mini

5 5 8 9 － 0 Pa r l a pho

5 6 9 0 － 0 Simp l eSy

5 7 9 1 － 0 Choron ic

5 8 9 2 － 0 SlitMinu

5 9 9 4 － 0 F l a g g oo t

6 0 9 5 － 0 SynSk e x

6 1 9 8 － 0 F l a tLead

6 2 9 9 － 0 PhilTur

6 3 1 0 0 － 0 Cha lPu l s

6 4 1 0 1 － 0 Pluck Ld

6 5 1 0 2 － 0 B r a s s y n

6 6 1 0 3 － 0 AcoSynLd

6 7 1 0 4 － 0 Moby

6 8 1 0 6 － 0 LyricOff

6 9 1 0 7 － 0 Rezzawi

7 0 1 0 8 － 0 Mac r o

7 1 1 0 9 － 0 Claribo

7 2 1 1 0 － 0 Binaphon

7 3 1 1 3 － 0 P e r s i n e t

7 4 1 1 4 － 0 P i c oP i p e

7 5 1 1 5 － 0 Ge r t r ud e

7 6 1 1 6 － 0 Xyn th

7 7 1 2 1 － 0 Elec t r um

7 8 1 2 2 － 0 Edg e o p h o

7 9 1 2 3 － 0 Ba s sC l a !

8 0 1 2 4 － 0 WX Clari

8 1 1 2 5 － 0 WX Oboe

8 2 1 2 7 － 0 Shakuh a !

8 3 1 2 8 － 0 LipClari

プリセットプログラムリスト
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MEM# PGM MSB LSB 音　色

8 4 1 － 1 Ve n t o

8 5 3 － 1 S i n t a x

8 6 7 － 1 LiteAlto

8 7 8 － 1 Trmbone!

8 8 1 0 － 1 Air Sax

8 9 1 1 － 1 TenrSax!

9 0 1 2 － 1 C o c a

9 1 1 4 － 1 Viol Inn

9 2 1 6 － 1 Bre t hBow

9 3 1 7 － 1 Trump t ! 2

9 4 2 2 － 1 F lumpe t

9 5 2 3 － 1 WXTrumpt

9 6 2 6 － 1 Melwbone

9 7 2 7 － 1 NerzoBr

9 8 3 0 － 1 NuHorne

9 9 3 1 － 1 WX Horn

1 0 0 4 3 － 1 DoublBow

1 0 1 4 8 － 1 C Flu te2

1 0 2 5 0 － 1 OakF lu t e

1 0 3 5 2 － 1 RzdeFl t

1 0 4 5 4 － 1 Nz Flute

1 0 5 5 8 － 1 B amb o o

1 0 6 6 0 － 1 Flurinet

1 0 7 6 2 － 1 Flurmod

1 0 8 6 6 － 1 NuS o p S a x

1 0 9 6 8 － 1 Sop rP i p e

1 1 0 7 0 － 1 AnaSop r n

1 1 1 7 1 － 1 NuAl tSax

1 1 2 7 7 － 1 Ac idSax

1 1 3 8 3 － 1 BellMike

1 1 4 9 0 － 1 Oboe !

1 1 5 9 8 － 1 Ba s s o o n !

1 1 6 1 1 1 － 1 Lonely

1 1 7 1 1 4 － 1 MizuHorn

1 1 8 1 1 7 － 1 BowLead

1 1 9 1 1 9 － 1 Mou thKey

1 2 0 1 2 0 － 1 AmpdHarp

1 2 1 1 2 1 － 1 CromHarp

1 2 2 1 2 2 － 1 WahUpHp

1 2 3 1 2 3 － 1 YamaBo t l

1 2 4 1 2 4 － 1 Blowsoo

1 2 5 1 2 5 － 1 Br appo

1 2 6 1 2 6 － 1 Crumbon

1 2 7 1 2 7 － 1 Klarina

1 2 8 1 2 8 － 1 ReedWin

プリセットプログラムリスト

● タイプ：3

プリセットプログラムのタイプに“3”を選択実行すると、下記データ
がメモリーにロードされ、VL1-m用音色データ (A01～A06) もバ
ルク出力する。

MEM# PGM MSB LSB 音　色

1 4 － － Birdland

2 5 － － OldMini

3 1 － － Shakuh a c h i
　　　　 * Touch Control = Breath Noise etc.

4 2 － － Gui ta rHero

5 3 － － Tenor  Sax
* Touch Control = Breath Noise

6 6 － － Rock  P igs
* Picking control = Modulation

7 1 － － Shakuh a c h i
* Picking control = Embouchure
* Touch Control = Breath Noise

8 2 － － Gui ta rHero
* Picking Control = Tonguing

* VL1-mを接続して3のタイプで使用する場合は、VL1-mをバー
ジョンアップする必要があります。巻末のデジタルインフォメー
ションセンターにご相談ください。
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仕様
●主な機能
メモリー 1 2 8

ギターセットアップ
プレイスタイル、ノートオンレベル、ノートオフレベ
ル、ベロシティ、クロマチック、トランスポーズ、ピッ
チベンドレンジ

外部音源セットアップ
プログラムナンバー、プログラムバンクMSB, LSB、ボ
リューム、パン、アサイナブルコントロールナンバー1,
2、アサイナブルコントロールバリュー1, 2

リアルタイムコントロール
スプリット、スプリットメモリー2ナンバー、メモリー
ロケーション、ピッキングポジションコントロール、
ピッキングフロントポジションバリュー、ピッキングリ
アポジションバリュー、タッチコントロール、センシ
ティビティ、サステイン／ホールドペダル

システムセットアップ
インプットゲイン、MIDIチャンネル

その他
G1DのUP/DOWNボタンの機能設定（データエント
リー、プログラムナンバー、オクターブシフト）
クロマチックチューナー（チューニングピッチ）
メモリー保存（WRITE）、メモリースワップ
プリセットプログラムタイプ（ユーザー、MU80／MU50、
VL70-m、VL1-m）
MIDIバルク送受信

●操作子
1桁ユニオンジャックLED、3桁7セグメントLED、
モードLED（緑×2, 赤×1）、パネルスイッチ×8、電源
スイッチ、ギター／ベース切替スイッチ

●接続端子
DIV IDED入力端子、MONO  SYNTH入力端子、
GUITAR DIRECT OUT端子、MIDI IN/OUT端子、
SUSTAIN /HOLD端子（フットスイッチ：外付け別
売）、DC-IN端子

●電源
PA-3B  ( 12V /700mA)

●付属品
13ピン専用ケーブル：7m

●寸法
W 482.6(mm) × D 201.8(mm) × H 44.0(mm)

●重量
2.2  kg
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故障かな？と思ったら

ギターを弾いても音が出ない
→ 正しく接続されていますか？（→9ページ）
→ 電源アダプターは正しく接続されていますか？

シンセ音が出ない
→ G1DのVOLは上がっていますか？
→ 音源およびオーディオシステムのボリュームは上
がっていますか？

→ ：ボリュームの設定が0になっていませんか？（→
20ページ）

ノーマルギター音が出ない
→ ギターのボリュームは上がっていますか？
→ ギターアンプのボリュームは上がっていますか？
→ G1Dのノーマルギター用ケーブルは接続されてい
ますか？（→8, 9ページ）

ノイズが出る
→ G1Dのノーマルギター用ケーブルは接続されてい
ますか？（→8, 9ページ）

音が出る弦と出ない弦とがある

弱く弾くと音が出ない

音がすぐに消えてしまう
→ その他の調整・設定（13ページ）で調整してくださ
い。

音が鳴りっぱなしになる
→ ノートオフレベルの設定値が低すぎませんか？（→
18ページ）

→ インプットゲインの設定値が大きすぎませんか？
（→13ページ）

ダブルチョーキング時に1音しかチョーキングされな
い
→ MIDIチャンネルがモノシンセモードまたはコモン
モードに設定されていませんか？（→10ページ）

チョーキング時の音程変化がおかしい

→ ：ピッチベンドレンジを調整してください。（→
19ページ）

セパレートモードにならない
→ G1Dとの接続には13ピン専用ケーブルを使用して
ください。

モノシンセモードにならない
→ ギターをMONO SYNTH端子に接続してくださ
い。

→ DIVIDED端子の接続を外してください。

モノシンセモードにしかならない
→ G1DとG50のDIVIDED端子を13ピン専用ケーブ
ルで接続してください。

：プレイスタイル、 ：ピッキングスプリット、 ：
ピッキングポジションコントロールが設定できない
→ モノシンセモードでは無効です。（→10ページ）

音源の設定が変わった
→ プリセットプログラムの 2, 3のタイプを選ぶとそ
の時に送信されるバルクデータにより音源の設定が
変わります。（→11ページ）

フットペダルの機能がおかしい

→ ：サステイン／ホールドペダルを設定してくださ
い。（→24ページ）

ディスプレイに“ Err”と表示された
→ 内部データが異常です。エラーの発生したメモリー
はイニシャライズされました。

ディスプレイに“ Err”と表示された
→ ハードウェアに異常があります。電源を切り、ただ
ちにお買い上げ店または最寄りのヤマハ電気音響製
品サービス拠点へご相談ください。

ディスプレイに“ uFL”と表示された
→ MIDIバッファーがあふれ、受信バッファーはクリア
されました。送信側で送信インターバルを長くする
などしてください。

ディスプレイに“ ALo”と表示された
→ バックアップバッテリーが消耗しています。すぐに
データを外部機器に保存し、お買い上げ店または最
寄りのヤマハ電気音響製品サービス拠点にバック
アップバッテリーの交換をお申し付けください。

G50をご使用中に、「故障かな？」と思ったら、まず以下の項目を確認してください。
それでも解決できない場合は、お買い上げ店もしくはヤマハデジタルインフォメーションセン
ター、ヤマハ電気音響製品サービス拠点までご連絡ください。
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1.2  チャンネルメッセージ

通常の演奏中、1～6弦に6つの MIDI channel を使用するが、
1～6弦をまとめて1つの MIDI channel にするモードも持つ。
又、同じ弦で 2 音色を切り換える機能を持ち、その際プログラ
ムチェンジ等が発生する。
ある音色を鳴り放しの状態にするホールド機能にも専用の MIDI
channelが割り当てられるので、最大 7 個の MIDI channel
が使用される。但し、複数の MIDI channel を使用するモード
では、チャンネル 10（通常のマルチ音源では、リズム音色に固
定されている。）だけにはMIDI channel がアサインされない。

1 . 2 . 1 ノート オン／オフ

ベロシティーの範囲は、1～127。
受信はしない。

1 . 2 . 2 コントロールチェンジ、ピッチベンド、アフタータッチ

コントロールチェンジ、ピッチベンド、アフタータッチを MIDI
入力すると、使用するチャンネル分のデータを出力する。但
し、マスターボリューム（$Bn,7,0～127）を受信した場合は、
Exte rna l  TG Con t ro l  Vo lume  の設定を最大値（SYNTH
VOL=Max 時の値）とみなして Volume コントロールする。
又、サスティン（$Bn,64 ,0 /127）を受信した場合は、外付け
Sustain/Hold Pedal のスイッチ on/off と同様の処理を行う。

Pitch Bend Range の設定に従って、RPN のピッチベンド
センシティビティを送信する。

Tuning Pitch の設定に従って、RPN のファインチューニン
グを送信する。

1 . 2 . 3 プログラムチェンジ

プレイモードでプログラムチェンジ 0～127 を MIDI 入力す
ると、メモリーナンバー 1～128 を切り換え、エディットバッ
ファの Tone Generator  Setup の設定に従って　Program
Change 等を MIDI 出力する。
エディットモードでプログラムチェンジ 0～127 を MIDI 入
力すると、メモリーナンバーは切り換わらず、使用するチャン
ネル分 MIDI 出力する。

1 . 2 . 4 リセットオールコントローラー

External TG Setup の Assignable1,2 と Realtime Control
にコントロールチェンジ等の設定を変更した時と、それらが設
定されているメモリーを切り換えた時、リセットオールコント
ローラーを出力する。

1 . 3 システムリアルタイムメッセージ

1 . 3 . 1 ステータス  F8 , FA , FB , FC

送受信しない。

1 . 3 . 2 ステータス  F9 , FD , FF

送受信しない。

1 . 4 . ステータス  FE (アクティブセンシング)

200ms  毎に送信する。
受信しない。

1 . MIDI 受信／送信

1.1  受信／送信の条件

＜MIDI 受信条件＞

MIDI IN→ $Bn (Control change)

$Cn (Program change)

$Dn (After Touch)

$En (Pitch Bend)

$F0 43 00 7A bb bb LM__0256OM
(1 Memory bulk)

$F0 43 00 7A bb bb LM__0256MA
(All memory bulk)

$F0 43 10 56 gg pp dd dd F7
(Parameter Change)

$F0 43 20 7A LM__0256OM
(1 Memory Dump Request)

$F0 43 20 7A LM__0256MA
(All memory Dump Request)

$F0 43 20 7A LM__0256SY
(System Dump Request)

＜MIDI 送信条件＞

$9n (Note on/off) →MIDI OUT

$Bn (Control change)

$Cn (Program change)

$Dn (After Touch)

$En (Pitch Bend)

$F0 43 00 7A bb bb LM__0256OM
(1 Memory bulk)

$F0 43 00 7A bb bb LM__0256MA
(All memory bulk)

$F0 43 00 7A bb bb LM__0256SY
(System bulk)

$FE (Active Sensing)
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2 . バルクダンプ
受信は、プレイモードのときのみ可能である。
送信は  MIDI BULK を実行した時に送信を始め、"ALL" を選
択した場合、All memoryと System setup が送信される。
データを数ブロックに分けて送信する場合は、分割ブロック間
に150ms の時間間隔をあけて送信する。G50にバルクを送信
する場合も150ms の時間間隔をあけて送信すること。
内部パラメーターは、全て 8 ビットデータであるが、bit7 を
MSB (byte) の bit1に展開して、常に 2 byte に分けて MSB,
LSB の順番で送受信する。
ダンプリクエストは、プレイモードのときのみ受信する。

2 . 1 1メモリーデータバルクダンプ

0 11110000 F0
1 01000011 43
2 00000000 00 = Device Number  （固定）
3 01111010 7A
4 0bbbbbbb bbbbbbb = Byte Count
5 0bbbbbbb bbbbbbb
6 01001100 4C(ascii"L")
7 01001101 4D(ascii"M")
8 00100000 20(ascii" ")
9 00100000 20(ascii" ")
10 00110000 30(ascii"0")
11 00110010 32(ascii"2")
12 00110101 35(ascii"5")
13 00110110 36(ascii"6")
14 01001111 4F(ascii"O")
15 01001101 4D(ascii"M")
16 00000000 00
 ↓ 　↓ ↓
31 00000000 00
32 0ddddddd ddddddd = Data
 ↓ 　↓ ↓

0sssssss sssssss = Check Sum
11110111 F7

◆ 受信すると現在選ばれているメモリーに書き込まれ、エディッ
トバッファの内容も更新される。
フォーマット詳細については，付表 1 を参照のこと。

2 . 2 1メモリーデータのダンプリクエスト

0 11110000 F0
  1 01000011 43
2 00100000 20 = Device Number  （固定）
3 01111010 7A
4 01001100 4C(ascii"L")
5 01001101 4D(ascii"M")
6 00100000 20(ascii" ")
7 00100000 20(ascii" ")
8 00110000 30(ascii"0")
9 00110010 32(ascii"2")
10 00110101 35(ascii"5")
11 00110110 36(ascii"6")
12 01001111 4F(ascii"O")
13 01001101 4D(ascii"M")
14 00000000 00
 ↓ 　↓ ↓
28 00000000 00
29 0mmmmmmm mmmmmmm (0~127)

= Memory Number 1~128
30 11110111 F7

◆ 受信すると指定された 1 メモリーのバルクを送信する。

2 . 3 全メモリーデータバルクダンプ

0 11110000 F0
1 01000011 43
2 00000000 00 = Device Number  （固定）
3 01111010 7A
4 0bbbbbbb bbbbbbb = Byte Count
5 0bbbbbbb bbbbbbb
6 01001100 4C(ascii"L")
7 01001101 4D(ascii"M")
8 00100000 20(ascii" ")
9 00100000 20(ascii" ")
10 00110000 30(ascii"0")
11 00110010 32(ascii"2")
12 00110101 35(ascii"5")
13 00110110 36(ascii"6")
14 01001101 4D(ascii"M")
15 01000001 41(ascii"A")
16 00000000 00
 ↓ 　↓ ↓
30 00000000 00
31 000mmmmm mmmmm(0~15,16)

= 0~15=Memory,16=System
32 0ddddddd ddddddd = Data

　↓ ↓
0sssssss sssssss = Check Sum
11110111 F7

◆ 8 Memory を 1 Block として順次送信し、全メモリー送信後、
システムデータを送信する。システムデータのフォーマット詳
細については，付表 2 を参照のこと。
受信するとエディットバッファの内容も更新される。

2.4  全メモリーデータのダンプリクエスト

0 11110000 F0
  1 01000011 43
2 00100000 20 = Device Number  （固定）
3 01111010 7A
4 01001100 4C(ascii"L")
5 01001101 4D(ascii"M")
6 00100000 20(ascii" ")
7 00100000 20(ascii" ")
8 00110000 30(ascii"0")
9 00110010 32(ascii"2")
10 00110101 35(ascii"5")
11 00110110 36(ascii"6")
12 01001101 4D(ascii"M")
13 01000001 41(ascii"A")
14 00000000 00
 ↓ 　↓ ↓
29 00000000 00
30 11110111 F7

◆ 受信すると全メモリーとシステムのバルクを送信する。
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2.5  システムデータバルクダンプ

0 11110000 F0
  1 01000011 43
2 00000000 00 = Device Number  （固定）
3 01111010 7A
4 0bbbbbbb bbbbbbb = Byte Count
5 0bbbbbbb bbbbbbb
6 01001100 4C(ascii"L")
7 01001101 4D(ascii"M")
8 00100000 20(ascii" ")
9 00100000 20(ascii" ")
10 00110000 30(ascii"0")
11 00110010 32(ascii"2")
12 00110101 35(ascii"5")
13 00110110 36(ascii"6")
14 01010011 53(ascii"S")
15 01011001 59(ascii"Y")
16 00000000 00
 ↓ 　↓ ↓
31 00000000 00
32 0ddddddd ddddddd = Data
 ↓ 　↓ ↓

0sssssss sssssss = Check Sum
11110111 F7

◆ システムデータのフォーマット詳細については，付表 2 を参照
のこと。

2.6  システムデータのダンプリクエスト

0 11110000 F0
  1 01000011 43
2 00100000 20 = Device Number  （固定）
3 01111010 7A
4 01001100 4C(ascii"L")
5 01001101 4D(ascii"M")
6 00100000 20(ascii" ")
7 00100000 20(ascii" ")
8 00110000 30(ascii"0")
9 00110010 32(ascii"2")
10 00110101 35(ascii"5")
11 00110110 36(ascii"6")
12 01010011 53(ascii"S")
13 01011001 59(ascii"Y")
14 00000000 00
 ↓ 　↓ ↓
29 00000000 00
30 11110111 F7

◆ 受信するとシステムデータのバルクを送信する。

3 . パラメーターチェンジ

受信は、プレイモードのときのみ可能である。
現在選ばれているメモリーに対するパラメーターチェンジは、
Edit Buffer に対して行われるため、Write 操作、あるいは 1
メモリーデータバルクを受信しない限り、変更内容は保存され
ない。
内部パラメーターは、全て 8 ビットデータであるが、bit7 を
MSB (byte) の bit1に展開して、常に 2 byte に分けて MSB,
LSB の順番で受信する。

0 11110000 F0
  1 01000011 43
2 00010000 10 = Device Number  （固定）
3 01010110 56 = Model ID
4 000000gg gg = Parameter Group
5 000ppppp ppppp = Parameter Number
6 0000000d d = MSbit of actual data
7 0ddddddd ddddddd = 7bit data
8 11110111 F7

◆ Parame te r  Group
= 0 Edit Buffer
1 2nd Memory for Split  Function
2 Hold Memory for Hold Function
3 S y s t e m

パラメーターナンバーとデータのレンジについては，付表 1 と
2を参照のこと。
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＜ 付表 1 ＞

1 Memory Size = 25bytes

All Memory Size = 3200bytes          Total MIDI Data Size = 50bytes

PRM# DATA NAME DATA RANGE SIZE

0 Playing Style 0(pick),1(finger/slap) 2

1 Note on Level 0~9(1~10) 4

2 Note off Level 0~9(1~10) 6

3 Velocity 0(narrow),1(normal),2(wide), 8

3~129(fixed1~127)

4 Chromatic 0(off),1(on),2(auto) 10

5 Transpose 0~48(24~+24) 12

6 Pitch Bend Range 0~24(0~24) 14

7 Program Number 0(off),1~128(1~128) 16

8 Program Bank MSB 0(off),1~128(0~127) 18

9 Program Bank LSB 0(off),1~128(0~127) 20

10 Volume 0(off),1~128(0~127) 22

11 Pan 0(off),1~31(L15~R15) 24

12 Assignable Control Number 1 0(off),1~119(1~120),120(AT) 26

13 Assignable Control Value 1 0~127 28

14 Assignable Control Number 2 0(off),1~119(1~120),120(AT) 30

15 Assignable Control Value 2 0~127 32

16 Split 0(off),1~5(string1~5), 34

6~15(pick1~10)

17 Split Memory2 Number 0~127(1~128) 36

18 Split Memory2  Location 0(lo),1(hi) 38

19 Picking Position Control 0(off),1~119(1~120),120(AT) 40

20 Picking Front Position Value 0~127 42

21 Picking Rear Position Value 0~127 44

22 Touch Control 0(off),1~119(1~120),120(AT) 46

23 Touch Control Sensitivity 0~14(-7~+7) 48

24 Sustain/Hold Pedal 0(sus1),1(sus2),2~129(1~128) 50

＜ 付表 2 ＞

System Size = 10bytes          Total MIDI Data Size = 20bytes

PRM# DATA NAME DATA RANGE SIZE

0 MIDI CH 0~14(s1~9,11~16),15~30(c1~16), 2

31~46(m1~16)

1 Tuning 0~5(440~445) 4

2 E1 String Sens 0~49(1~50) 6

3 B2 String Sens 0~49(1~50) 8

4 G3 String Sens 0~49(1~50) 10

5 D4 String Sens 0~49(1~50) 12

6 A5 String Sens 0~49(1~50) 14

7 E6 String Sens 0~49(1~50) 16

8 G1D Function 0(DE),1(pgm),2(octave) 18

9 Hold1/2 0(hold1),1(hold2) 20



42

  YAMAHA  [Guitar MIDI Converter]                      Date:21-MAY-1996
          Model  G50 MIDI Implementation Chart         Version : 1.0
+----------------------------------------------------------------------+
:                   :  Transmitted   :   Recognized   :    Remarks     :
:      Function ... :                :                :                :
:-------------------+----------------+----------------+----------------:
:Basic    Default   : 1-16           : 1-16           : memorized      :
:Channel  Changed   : 1-16           : 1-16           :                :
:-------------------+----------------+----------------+----------------:
:         Default   : x              : x              :                :
:Mode     Messages  : x              : x              :                :
:         Altered   : ************** : x              :                :
:-------------------+----------------+----------------+----------------:
:Note               : 0-127          : x              :                :
:Number : True voice: ************** : x              :                :
:-------------------+----------------+----------------+----------------:
:Velocity Note ON   : o 9nH,v=1-127  : x              :                :
:         Note OFF  : x              : x              :                :
:-------------------+----------------+----------------+----------------:
:After    Key's     : x              : x              :                :
:Touch    Ch's      : o              : o           *1 :                :
:-------------------+----------------+----------------+----------------:
:Pitch Bender       : o              : o           *1 :                :
:-------------------+----------------+----------------+----------------:
:             0-120 : o              : o           *1 :                :
:                   :                :                :                :
:                   :                :                :                :
:                   :                :                :                :
: Control           :                :                :                :
:                   :                :                :                :
: Change            :                :                :                :
:                   :                :                :                :
:                   :                :                :                :
:                   :                :                :                :
:                   :                :                :                :
:                   :                :                :                :
:               121 : o              : x              : Reset All Ctrls: 
:-------------------+----------------+----------------+----------------:
:Prog               : o 0-127        : o 0-127     *3 :                :
:Change : True #    :             *2 :                :                :
:-------------------+----------------+----------------+----------------:
:System Exclusive   : o              : o              :                :
:-------------------+----------------+----------------+----------------:
:System : Song Pos. : x              : x              :                :
:       : Song Sel. : x              : x              :                :
:Common : Tune      : x              : x              :                :
:-------------------+----------------+----------------+----------------:
:System    :Clock   : x              : x              :                :
:Real Time :Commands: x              : x              :                :
:-------------------+----------------+----------------+----------------:
:Aux  :Local ON/OFF : x              : x              :                :
:     :All Notes OFF: x              : x              :                :
:Mes- :Active Sense : o              : x              :                :
:sages:Reset        : x              : x              :                :
:-------------------+----------------+----------------+----------------:
:Note *1 transmits to all occupied channels.                           :
:     *2 in the play mode: transmits pgm changes belonging to          :
:                          H:program memory.                           :
:     *3 in the play mode: changes program memories.                   :
:        in the edit mode: transmits to all occupied channels.         :
+-------------------+----------------+----------------+----------------+
    Mode 1 : OMNI ON,  POLY   Mode 2 : OMNI ON,  MONO          o : Yes
    Mode 3 : OMNI OFF, POLY   Mode 4 : OMNI OFF, MONO          x : No
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デジタルインフォメーションセンター

TEL　053-460-1666
◆ 受付日　 月曜日～金曜日 （祝日および弊社の休業日を除く）

◆ 受付時間 9 : 00 ～ 12:00 / 13:00 ～ 17:00

■ デジタルインフォメーションセンターについて

ヤマハデジタルインフォメーションセンターでは、デジタ
ル楽器の使用方法やトラブルなどについて、電話による質
問をお受けいたします。
お問い合わせの際には、｢製品名｣、｢製造番号｣、｢ご住
所｣、｢お名前｣、｢電話番号｣を必ずお知らせください。

ヤマハ電気音響製品サービス拠点　（修理受付および修理品お持込み窓口）

北海道サービスセンター 〒064 札幌市中央区南 10条西 1-1-50 ヤマハセンター内 TEL（011） 513-5036
仙台サービスセンター 〒983 仙台市若林区卸町 5-7 仙台卸商共同配送センター 3F TEL（022） 236-0249
首都圏サービスセンター 〒211 川崎市中原区木月 1184 TEL（044） 434-3100
東京サービスステーション* 〒108 東京都港区高輪 2-17-11 TEL（03） 5488-6625

（* お持込み修理のみお取扱い）

浜松サービスセンター 〒435 浜松市上西町 911 ヤマハ（株）宮竹工場内 TEL（053） 465-6711
名古屋サービスセンター 〒454 名古屋市中川区玉川町 2-1-2 ヤマハ（株）名古屋流通センター 3F TEL（052） 652-2230
大阪サービスセンター 〒565 吹田市新芦屋下 1-16 ヤマハ（株）千里丘センター内 TEL（06） 877-5262
四国サービスステーション 〒760 高松市丸亀町 8-7 ヤマハ（株）高松店内 TEL（0878） 22-3045
広島サービスセンター 〒731-01 広島市安佐南区西原 6-14-14 TEL（082） 874-3787
九州サービスセンター 〒812 福岡市博多区博多駅前 2-11-4 TEL（092） 472-2134
［本社］
カスタマーサービス部 〒435 浜松市上西町 911 ヤマハ（株）宮竹工場内 TEL（053） 465-1158

北海道支店 第二営業課 〒064 札幌市中央区南 10条西 1丁目 1-50 ヤマハセンター内 TEL（011）  512-6113
仙台支店 第二営業課 〒980 仙台市青葉区大町 2-2-10 TEL（022） 222-6147
東京支店 第二営業部 〒108 東京都港区高輪 2-17-11 TEL（03） 5488-5471
関東支店 第二営業課 〒108 東京都港区高輪 2-17-11 TEL（03） 5488-1688
名古屋支店 第二営業課 〒460 名古屋市中区錦 1-18-28 TEL（052） 201-5199
大阪支店 第二営業部 〒542 大阪市中央区南船場 3-12-9 心斎橋プラザビル東館 TEL（06） 252-5231
広島支店 第二営業課 〒730 広島市中区紙屋町 1-1-18 ヤマハビル TEL（082） 244-3749
九州支店 第二営業課 〒812 福岡市博多区博多駅前 2-11-4 TEL（092） 472-2130

電子楽器営業部
デジタルCBX営業課 〒430 浜松市中沢町 10-1 TEL（053） 460-2432

● 所在地・電話番号などは変更されることがあります。

デジタル楽器に関するお問い合わせ窓口

■ 保証とアフターサービス
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買い上げ店、またはお近くのヤマハ電気音響製品サービス拠点にご連絡ください。

● 保証書
本機には保証書がついています。
保証書は販売店がお渡ししますので、必ず「販売店印・お買い上げ
日」などの記入をお確かめのうえ、大切に保管してください。

● 保証期間
お買い上げ日から１年間です。

● 保証期間中の修理
保証書記載内容に基づいて修理いたします。詳しくは保証書をご覧
ください。

● 保証期間経過後の修理
修理すれば使用できる場合は、ご希望により有料にて修理させてい
ただきます。
下記の部品については、使用時間により劣化しやすいため、消耗に
応じて部品の交換が必要となります。消耗部品の交換は、お買い上
げ店またはヤマハ電気音響製品サービス拠点へご相談ください。

消耗部品の例
ボリュームコントロール、スイッチ、ランプ、接続端子、
バッテリーなど

● 補修用性能部品の最低保有期間
製品の機能を維持するために必要な部品の最低保有期間は、製造打
切後８年です。

● 持込み修理のお願い
まず本書の「故障かな？と思ったら」をよくお読みのうえ、もう一度
お調べください。
それでも異常があるときは、お買い上げの販売店、または最寄りの
ヤマハ電気音響製品サービス拠点へ本機をご持参ください。
お持ち込みの際は、ご使用のギターとG1D、G50をセットでお持ち
くださいますようお願いいたします。

● 製品の状態は詳しく
修理をご依頼いただくときは、製品名、モデル名などとあわせて、
故障の状態をできるだけ詳しくお知らせください。
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